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ごろごろ根菜のみそ汁
✿ 材料＜４人分＞
○里芋　　 　
○大根
○レンコン
○人参
○油揚げ
○長ねぎ　　　　
✿ 作り方
①里芋、大根、レンコン、人参は小さめの乱切り。
　油揚げは縦半分に切り５㎜幅に切る。長ねぎは
　小口切り。しょうがはすりおろす。
②鍋にオリーブオイルを入れ、里芋、大根、レン
　コン、人参を炒める。
③だし汁と油揚げを加え、蓋をして野菜が柔らか
　くなるまで煮込む。
④長ねぎと豆乳、すりおろししょうがを汁ごと加
　え、最後にみそを溶き入れる。

（平成２７年度ヘルスアップセミナー献立より）

食育
推進

大寒を迎えるこの時期は、空気も乾燥し風邪やインフ
ルエンザが流行する時期です。手洗いやうがいで

ウイルスを寄せ付けないことと、しっかりと食事を摂り、
体の免疫力をつけることが大切です。

また、寒さにより血圧も高くなりやすい時期でもあり
ます。屋内でも部屋によって温度差が大きいと大き

な病気につながることもあります。特にお風呂場やトイ
レなどは要注意！寒さ対策と合わせ、減塩も心がけ高血
圧に注意しましょう。

12月に開催された「ヘルスアップセミナー～増やそう野菜　減らそう塩分～」では、減塩と野菜を多
く摂ることが高血圧予防につながるということを再確認
しました。その時の献立から一品紹介します。
栄養豊富な旬の冬野菜を食卓に！

食事で
　健康づくり！！Interviewer

梅津　直
な お と

杜さん
　　　（東大塚）
　　　　　　

▼梅津家の栽培状況
　米と大豆の他に、キャベツ、トマト、枝豆、そして
ぶどうを栽培しています。
　米とぶどうについては父がメインで、野菜関係は私
がメインで栽培を行っています。また、農作業が落ち
着く冬場は、（株）中沖酒造店でお酒造りをしています。

▼農業に従事するきっかけ

　農家の長男として生まれたこともあり、ずっと「農
業をやっていく」ということが頭の中にありました。
そのため、高校を卒業してすぐに、新庄市にある農業
者大学校に通い始め、主に稲作を中心に勉強してきま
した。卒業と同時に就農したので、もうすぐ 4 年目に
なります。

　野菜は就農して初めて栽培することになったので、
わからないことだらけでした。そのため、周りの先輩
方に丁寧に教えてもらいながら栽培しています。

▼農業の面白さ、難しさ
　機械に乗るのが好きで、楽しみのひとつでもありま
す。また、初めはなかなかうまくいかなかった野菜栽
培も、先輩方のご指導のおかげで、少しずつ良い野菜
が作れていると思います。手をかけた分だけ結果とし
て現れるのが農業の面白さだと考えています。

　やればやるほど成果として現れるので、やりがいを
感じています。

▼青年部活動

　青年部活動は、忙しくて参加できないときもありま
すが、青年部のほか、消防団にも入ったことで、さま
ざまな年齢層の人と関わりを持つことができ、農作業
のアドバイスをもらえて助かっています。

▼最後に
　今後は、すべての作物で規模拡大することを目標に
していきたいです。そのためには、特に野菜栽培の技
術を高めていきたいと思っています。
　また、例えば水稲の直播栽培のように、今より少な
い時間で作業できるような、
効率化と省力化を図ってい
きたいです。
　２０１６年の目標は、安
全第一で、けがなく健康に
過ごしていくことです。

◆ シ リ ー ズ ８  ～ 農 業 編 ～
明日へのバトン
みらい

いろんな世代の人と関わりがもてた
１２０ｇ
　８０ｇ
　４０ｇ
　３０ｇ
　　８ｇ
　４０ｇ

○オリーブオイル

○しょうが
○みそ
○だし汁
○豆乳

小さじ２
　　８ｇ
　２６ｇ
５００ｍｌ
１００ｍｌ

一人分　７９kcal　食塩相当量　０. ９ｇ

根菜類がたっぷ
り！しょうがで温
まり、減塩にも！！

ワンポイント

野菜に多く含まれるカリウムが体内の余分
なナトリウムを排出し、血圧の上昇を防
ぐ働きをします。1日に必要な野菜の量は
３５０ｇ（小鉢で5つ分程度）です。
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川西町ホームページ
http://www.town.kawanishi.yamagata.jp

平成28年あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。
1月1日、毎年恒例の第40回川西町元旦マラソン大会が開催され、197名の
選手たちが、種目ごと一斉にスタートを切り、それぞれのペースで走り始めを
満喫しました。

かわにしかわにし

平成28年スタート！
平成28年あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。
1月1日、毎年恒例の第40回川西町元旦マラソン大会が開催され、197名の
選手たちが、種目ごと一斉にスタートを切り、それぞれのペースで走り初めを
満喫しました。

主な内容
町長より新年のご挨拶 P２～3

個人番号カード交付開始
P6～7ぼくの抱負、わたしの抱負
P９

申告相談のお知らせ P12～13
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…１２月分届出…

　　　　４人

　　　　  　１９人

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

１月の町税等 川西町の人口

１・２月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

２月８日㈪・2２日㈪
午前９時～午後４時 30分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
特設人権相談 ２月３日㈬

午後１時３０分～４時
健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

弁護士
消費生活相談

２月１０日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 ２月１７日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

２月

16,129 人（－ 13）
男　　　7,890 人（－　9）
女　　　8,239 人（－　4）
世帯数　5,167 世帯 ( － 5)

※12月末日現在の住民基本台帳人口

氏名 年齢 大字

佐藤　　忠 ８７ 堀　金
長澤　勝男 ８８ 高　山
尾田　寅雄 ８９ 吉　田
速水　淳一 ８７ 上小松
堀田　正二 ８７ 大　塚
髙橋キヨヱ ９５ 時　田
佐藤　チヱ ９０ 上小松
小関　繁雄 ８０ 中小松
渡部　かう ８４ 上小松
須藤きみ子 ６４ 時　田
梅津　節子 ７８ 上小松
安孫子文子 ８０ 高　山
平間　次男 ７９ 下奥田
清水　　務 ８８ 中小松
鈴木　友一 ８６ 上小松
完戸　平助 ８３ 高　山
佐藤　さつ ８８ 莅
松浦　なか ８４ 下奥田
島貫　ミヨ ９０ 洲　島

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

　　　　５組
新郎　　　　　　　新婦 大字

遠藤　　真 ♥ 内田　沙理 東大塚
田村　直之 ♥ 穀野　祥子 上小松
平間　和也 ♥ 佐藤　　唯 上小松
齋藤　正好 ♥ 吉田　美生 吉田
佐藤　史明 ♥ 鈴木　道子 上小松

●国民健康保険税（７期）
●介護保険料（７期）
●後期高齢者医療保険料（７期）
●上下水道使用（１２月使用分）
口座振替日　１月２８㊍
納付期限　　２月１日㊊※「よろこび かなしみ」の掲載につ

いては、掲載希望をいただいた方の
み掲載をいたしております。

氏名 性別 保護者 大字

長澤　　朱
あかり

女 朋人・ 泉 下奥田
黒澤　夕

ゆうり
莉 女 健一・ 保子 西大塚

横山　結
ゆいか
架 女 喜史・ 千洋 上小松

坂野　　愼
しん
男 翼 ・ 詩織 時田

期　間 当番店（社） 電話番号
１月１１日～１７日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１

㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１
１月１８日～２４日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２

サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

１月２５日～３１日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

２月１日～７日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

２月８日～１４日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

２月１５日～２１日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１
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向
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に

▲吉村知事へ新年のごあいさつに

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
年
末
年
始
は
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や

か
な
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に
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ま
れ
、
皆
様
健
や

か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
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よ
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お

喜
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し
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げ
ま
す
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、
ふ
き
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と
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た
り
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の
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が
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く
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き
、
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れ
か
ら
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丈
夫
だ
ろ
う
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配
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な
り
ま
す
。

　12
年
前
の
申
年
も
雪
が
少
な

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う

に
気
温
の
高
い
日
が
続
く
の
は
記

憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。
除
雪
は
助
か

り
ま
す
が
、
異
常
な
天
候
が
動
植

物
や
消
費
経
済
に
悪
影
響
を
与
え

な
い
か
危
惧
さ
れ
、
今
後
の
天
候

が
気
に
か
か
り
ま
す
。 

　仕
事
始
め
早
々
加
藤
俊
一
議
長

と
吉
村
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、
引

き
続
き
県
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
し
た
。 

　昨
年
は
、
昭
和
30
年
１
町
５
ヶ

村
に
よ
り
川
西
町
が
誕
生
し
60
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
式
典
を

は
じ
め
各
種
行
事
が
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
当
初
目
標
を
上
回
る
成

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

　２
年
間
議
論
を
重
ね
た
第
５
次

川
西
町
総
合
計
画
「
か
わ
に
し
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
に
基
づ
く
「
川
西

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
共

通
す
る
課
題
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「
人
口
減
少
」
の

克
服
と
町
の
活
性
化
で
す
。
第
４

次
総
合
計
画
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取
り
組
ん
で
き
た

「
地
域
活
性
化
・
６
次
産
業
化
推

進
・
交
流
人
口
拡
大
」
を
土
台
に
、

町
の
持
つ
資
源
を
最
大
限
活
か
し
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
た
に

「
共
創
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
町
民

の
皆
様
と
「
夢
と
愛
を
未
来
に
つ

な
ぐ
ま
ち
」
を
共
に
創
っ
て
ま
い

り
ま
す
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　玉
庭
小
学
校
体
育
館
改
築
、
犬

川
、
中
郡
、
東
沢
各
小
学
校
体
育

館
耐
震
化
整
備
、
６
次
産
業
化
の

拠
点
と
な
る
「
森
の
マ
ル
シ
ェ
」

建
設
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
用
地
取

得
な
ど
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
推
進
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

は
４
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
以
来
、
役
職
員
の
懸
命
な
努
力

に
よ
り
お
客
様
の
満
足
度
が
高
ま

り
大
盛
況
で
、
ダ
リ
ヤ
園
初
の

６
万
人
の
入
園
者
と
合
わ
せ
大
変

明
る
い
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題
で
し
た
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　昨
年
を
振
り
返
る
と
統
一
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方

選
挙
な
ど
様
々
な
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
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、
充
実
し
た
一
年
と
な

り
ま
し
た
。
皆
様
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
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申
し
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げ
ま
す
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　前
に 

　「前
に
」
は
私
の
好
き
な
言
葉

で
す
。
ど
ん
な
困
難
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
未
来
を
信
じ
一
歩
で

も
前
進
し
た
い
、
町
を
発
展
さ
せ

た
い
と
い
う
思
い
は
変
わ
り
ま
せ

60
周
年
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『農福連携の「里マチ」づくり』　　　　　　　　
　　　　　　　　　　濱田　健司／著　　　鹿島出版会刊

●２月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

『でんしゃのしりとり』
　　　　　交通新聞サービス他／写真　　㈱交通新聞社刊

　これまで「農」といえば作物を作る「農
業」が主流でしたが、農には環境保全、教育、
文化、レクリエーションなど本来さまざま
な機能が備わっています。そこにまた「福
祉」の面も。農業と福祉、双方からのアプ
ローチ方法が満載です。
　さて、今年町内にオープンする 6次産業
化拠点施設にも期待が高まります。

　電車の名前でしりとり遊びが楽しめま
す。「はやぶさ」からはじまって「ろく
もん」までの間に、日本全国の電車が写
真で登場しています。
　乗り物が好きなお子さんにぜひおすす
めです！

●オススメ本コーナー
「寒さを吹き飛ばす料理、体操、趣味の本」

遅筆堂文庫　第 21 回編集講座

「吉里吉里忌 2016」 開催決定！

　吉里吉里忌は、2010 年 4 月 9 日に永眠した井上ひ
さしを偲ぶ文学忌です。
　蔵書 22 万冊を収めた「遅筆堂文庫」を拠点に、自
らが校長となって毎年開催してきた「生活者大学校」
と、縁あるゲストがさまざまな視点から井上ひさしを
語る「吉里吉里忌」の２つの催しを２日間にわたり開
催します。

　テーマに添った文章（1,200 字
以内）を先に提出していただき、
当日、講師の先生から添削指導を
受ける作文講座です。ぜひお気軽
にご参加ください。
 テ ー マ：帽子、河原、タクシー、唇から１つ選ぶ
 日　　時：3 月 13 日㈰ 13 時 30 分～ 15 時 30 分
 会　　場：フレンドリープラザ 2 階 サークル集会室
 講　　師：小田　豊二氏　（聞書き作家・編集者）
 受 講 料：1,000 円（当日お支払いください。）
 定　　員：２０名になり次第締切。聴講のみも可。
 原稿締切：２月２８日㈰まで

★町立図書館・遅筆堂文庫休館のお知らせ★
　蔵書の点検・本の修繕・整理を行うため、2月 12日から
　22日の間休館いたします。ご理解とご協力をよろしくお
　願いします。

★古本市のお礼★
今回も「古本市」に多くの皆さんからご協力いただき、
ありがとうございました。

※２月のおはなし会、遅筆堂文庫読書会は
　お休みです。

会場：フレンドリープラザ・遅筆堂文庫

4 月 9 日㊏  13 時 15 分 ～　　　

17 時　　　　　
第２９回遅筆堂文庫生活者大学校

4 月 10 日㊐ 11 時 30 分 ～　

17 時 30 分　
第２回吉里吉里忌

❖ 講演「井上ひさし氏と本」
　　■ 講師　出久根　達郎（作家）

　　■ 司会　古屋　和雄（元NHKエグゼクティブアナウンサー）

～綴り方（作文）教室～

※参加料　生活者大学校：1,500 円　
　　　　　交流会：5,000 円　吉里吉里忌：1,500 円

❖「生活者大学校と井上ひさし」
　　■ 講師　山下　惣一（農業／作家）

　 　　　　　宮本　憲一（大阪市立大学名誉教授）

　 　　　　　古沢　広祐（國學院大學教授）

　 　　　　　阿部　孝夫（遅筆堂文庫館長）

❖ 交流会　講師、参加者を囲んだ交流会（要事前申込）
　　■ 会場　ＪＡ山形おきたま団地センター

❖ 担当編集者が語る創作秘話
❖ 鼎談「観る・演る・論ず～井上芝居の魅力」
　　■ 登壇　渡辺　美佐子（女優）

　　　　　　 大笹　吉雄（演劇評論家）

　 　　　　　山口　宏子（朝日新聞論説委員）

第１日

第２日

3　町報かわにし 平成２８年１月１５日

「
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
安
易
な
判

断
に
縛
ら
れ
、
結
果
と
し
て
前
例

踏
襲
主
義
に
陥
り
期
待
さ
れ
た
成

果
を
上
げ
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、

人
間
的
成
長
や
能
力
向
上
も
図
ら

れ
ず
大
き
な
損
失
と
な
り
ま
す
。

　５
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
最

大
の
被
害
は
大
津
波
が
も
た
ら
し

ま
し
た
が
、
そ
の
多
く
の
被
災
者

が
「
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
た
」

と
い
う
証
言
を
教
訓
と
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　常
に
町
民
の
目
線
に
立
ち
、
皆

様
の
期
待
に
応
え
る
た
め
日
々
研

鑽
し
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
が
「
共
創
」
の
原
点
だ

と
考
え
ま
す
。 

　４
月
か
ら
「
か
わ
に
し
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、「
ひ

と
づ
く
り
・
ち
い
き
づ
く
り
・
し

ご
と
づ
く
り
」
の
目
標
に
沿
っ
て

事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　国
道
１
１
３
号
や
２
８
７
号
の

バ
イ
パ
ス
整
備
に
合
わ
せ
公
立
置

賜
病
院
周
辺
の
土
地
利
用
や
役
場

庁
舎
の
あ
り
方
を
含
め
小
松
地
内

の
活
性
化
に
つ
い
て
議
論
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
「
森
の
マ

ル
シ
ェ
」
オ
ー
プ
ン
を
通
じ
農
業

の
新
た
な
振
興
と
６
次
化
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
農
業
者
だ
け

で
な
く
多
く
の
皆
様
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

▲「かわにし森のマルシェ」。今春オープンに向けて準備を進めていきます。

ん
。
年
頭
に
当
た
り
町
職
員
に
対

し
、
町
民
の
幸
せ
と
町
発
展
を
実

現
す
る
た
め
に
「
一
人
一
人
が
向

上
心
を
持
っ
て
業
務
を
遂
行
す
る

こ
と
」
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
自

己
満
足
を
打
破
す
る
「
挑
戦
す
る

気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
」
と

訓
示
し
ま
し
た
。

　人
間
は
学
習
能
力
が
高
い
た
め

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
を
優
先
し
、

　地
域
経
済
の
活
性
化
と
町
民
の

健
康
づ
く
り
を
図
る
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
、
道
路
や
圃
場
整
備
な
ど
継

続
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ひ

と
づ
く
り
や
し
ご
と
づ
く
り
を
戦

略
的
に
進
め
る
た
め
、
生
涯
学
習

の
充
実
や
企
業
支
援
・
誘
致
の
推

進
体
制
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
10
年

を
見
据
え
た
役
場
組
織
の
改
革
に

取
り
組
み
ま
す
。 

　ま
た
置
賜
圏
域
内
の
川
西
町
の

地
理
的
条
件
を
生
か
し
、
他
市
町

と
の
連
携
を
大
切
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
年
は
丙
申
で
す
。
丙
は
万
物

が
成
り
明
ら
か
に
輝
く
形
を
表
し
、

申
は
稲
妻
を
表
す
と
共
に
神
そ
の

も
の
を
意
味
し
た
と
も
い
わ
れ
、

「
丙
申
」
は
成
熟
し
て
固
ま
る
年

と
言
わ
れ
ま
す
。
猿
は
神
の
使
い

と
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
故
事

で
は
あ
ま
り
良
く
言
わ
れ
ま
せ
ん
。

　一
方
で
、
災
い
が
去
る
と
か
、

縁
と
同
じ
発
音
、
語
呂
合
わ
せ
で

使
わ
れ
、
縁
結
び
の
年
と
も
言
え

ま
す
。 

　総
合
戦
略
の
事
業
と
し
て
、
成

人
式
か
ら
10
年
後
の
30
歳
を
記
念

し
、
２
回
目
の
成
人
式
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
就
職
や
結
婚
、
社
会

活
動
な
ど
色
々
な
経
験
を
通
し
て

こ
の
10
年
で
大
き
く
成
長
し
た
皆

様
を
招
き
、
同
級
会
の
よ
う
に
ワ

イ
ワ
イ
と
楽
し
い
企
画
で
す
。
一

人
一
人
が
成
長
を
認
め
合
い
、
絆

を
大
切
に
改
め
て
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　記
念
す
べ
き
第
１
回
目
の
２
分

の
３
成
人
式
の
対
象
は
、
平
成
18

年
成
人
式
の
昭
和
60
年
４
月
２
日

か
ら
61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
皆

様
で
す
。
こ
れ
か
ら
内
容
を
検
討

し
ま
す
が
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

　今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
声
を

大
切
に
「
町
民
が
主
役
」
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

　結
び
に
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸

ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年

の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。 

２
分
の
３

成
人
式
を

▲町誕生 60 周年記念式典
　　「未来の川西町」作文
　　　小学校の部 最優秀賞の発表

▲国際ダリアフォーラムでの「世界ダリア園宣言」



▲3名の方があいさつにお越しくださいました

12/15

町
内
１
５
０
０
基
あ
ま
り
を
調
査
・
掲
載

～
「
川
西
町
の
石
碑
・
石
仏

　祈
り
の
碑

　」
発
行
～

　12
月
15
日
㈫
、
町
文
化
財
保
護
協
会
が
30

周
年
記
念
事
業
と
し
て
手
掛
け
た
「
川
西
町

の
石
碑
・
石
仏
　祈
り
の
碑
」
の
発
行
に
あ

た
り
、
文
化
財
保
護
協
会
会
長
の
髙
橋
義
郎

さ
ん
（
写
真
左
）、
祈
り
の
碑
編
集
委
員
長

伊
藤
義
隆
さ
ん
（
写
真
中
央
）、
事
務
局
長

佐
々
木
勝
幸
さ
ん
（
写
真
右
）
の
3
名
が
、

町
へ
お
礼
の
ご
あ
い
さ
つ
に
お
越
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　祈
り
の
碑
は
、
町
に
現
存
す
る
石
碑
や
石

仏
を
調
査
し
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
平

成
25
年
3
月
に
調
査
を
開
始
し
、
今
回
の
発

行
に
至
り
ま
し
た
。
　

▲今後とも町の交通安全にご協力お願いします

12/28

町
民
の
安
全
に
対
す
る
功
績
を
讃
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　～
米
沢
警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
～

　12
月
28
日
㈪
、相
馬
孝
一
郎
さ
ん（
大
塚
）、

加
藤
昭
一
郎
さ
ん
（
上
小
松
）、
藤
田
次
男

さ
ん
（
上
小
松
）
の
3
名
が
、
米
沢
警
察
署

長
様
か
ら
、
日
頃
の
交
通
安
全
活
動
な
ど
に

対
す
る
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　相
馬
さ
ん
は
、
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進

委
員
と
し
て
、
本
町
の
交
通
安
全
活
動
に
先

頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
、
加
藤
さ
ん
は
児
童
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
の
交
通
事
故
防
止
活
動
に
、
藤

田
さ
ん
は
特
に
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
活

動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　１
月
１
日
㈮
、
恒
例
の
第
40
回
川
西
町
元

旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
今
年
で
出
場

40
回
と
い
う
「
皆
勤
賞
ラ
ン
ナ
ー
」
を
は
じ

め
と
す
る
町
内
外
合
わ
せ
て
１
９
７
名
の
参

加
者
が
走
り
初
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　前
日
ま
で
の
降
雪
も
な
く
、
コ
ー
ス
条
件

は
良
好
で
し
た
が
、
参
加
者
は
、
折
り
返
し

て
か
ら
の
向
い
風
に
苦
戦
し
ま
し
た
。

　し
か
し
ゴ
ー
ル
前
で
は
、
目
の
前
に
い
る

走
者
を
追
い
抜
こ
う
と
、
激
し
い
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
な
ど
、
真
冬
の

寒
さ
も
吹
き
飛
ぶ
よ
う
な
熱
い
走
り
を
見
せ

ま
し
た
。

▲一斉にスタートを切る参加者（ジョギングの部）

１ / 1

年
初
め
の
「
熱
い
」
戦
い

～
第
40
回
川
西
町
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
～

▲交通安全を祈願する原田町長

1 / 6

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
平
成
28
年
川
西
町
交
通
安
全
祈
願
祭
～

　1
月
6
日
㈬
、
上
小
松
皇
大
神
社
で
平
成

28
年
川
西
町
交
通
安
全
祈
願
祭
を
執
り
行

い
、
米
沢
警
察
署
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
50

名
の
方
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　神
事
で
は
、
出
席
さ
れ
た
7
団
体
の
代
表

者
が
玉
串
奉
奠
を
行
い
、
今
年
一
年
の
交
通

安
全
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　昨
年
は
、
本
町
で
3
件
の
痛
ま
し
い
交
通

死
亡
事
故
が
発
生
し
、
県
内
で
も
前
年
と
比

べ
、
13
名
増
の
57
名
も
の
尊
い
命
が
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
。

　交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
交
通
ル
ー

ル
を
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
。

25　町報かわにし 平成２８年１月１５日

１
月

●
初
日
の
出
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
ク

●
第
39
回
川
西
町
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

●
川
西
町
消
防
出
初
式

●
平
成
27
年
川
西
町
交
通
安
全
祈
願
祭

●
第
46
回
川
西
町
小
学
生
新
春
書
初
め
大
会

●
川
西
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
設
置

●
い
ぬ
か
わ
振
興
協
議
会
が
第
１
回
浅
草
雪
ま

つ
り
２
０
１
５
に
参
加
し
、
都
市
と
交
流

２
月

●
平
成
26
年
度
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
若
手
職
員
体

験
型
交
流
研
修
会

●
第
60
回
町
民
ス
キ
ー
大
会

●
置
賜
農
業
高
等
学
校
生
徒
に
よ
る
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

●
新
た
に
11
名
を
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
に

認
定
し
、
合
計
46
名
に

●
春
待
ち
市
と
音
楽
祭

３
月

●
第
19
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

●
西
大
塚
駅
が
国
登
録
文
化
財
に

●
置
賜
地
区
高
校
演
劇

　春
季
合
同
発
表
会

●
町
を
元
気
に
す
る
若
者
た
ち
の
活
動
報
告
会

●
川
西
町
と
置
賜
農
業
高
等
学
校
が
「
地
域
の

後
継
者
育
成
」
や
「
6
次
産
業
」
な
ど
に
関

す
る
連
携
協
定
を
締
結

●
第
17
回
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り

【
１
日
】

【
１
日
】

【
４
日
】

【
８
日
】

【
10
日
】

【
19
日
】

【
24
～
25
日
】

【
４
～
６
日
】

【
11
日
】

【
14
日
】

【
20
日
】

【
28
日
】

【
1
日
】

【
13
日
】

【
21
～
22
日
】

【
21
日
】

【
23
日
】

【
28
日
～
29
日
】

７
月

●
Ｊ
Ｒ
東
日
本
広
報
誌
「
ト
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
」

に
、
本
町
の
豆
に
関
す
る
特
集
記
事
が
掲
載

●
第
３
回
東
北
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ

●
夏
の
７
時
間
耐
久
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
会

●
本
間
喜
一
先
生
を
顕
彰
す
る
講
演
会

●
第
36
回
川
西
町
小
学
校
水
泳
大
会

●
平
成
27
年
度
東
沢
や
ん
ち
ゃ
留
学

８
月

●
山
形
県
消
防
操
法
大
会
で
第
２
分
団
第
１
部

１
班
が
見
事
１
位
に

●
知
事
と
語
ろ
う
市
町
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

●
川
西
夏
ま
つ
り

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
「
川
西
町
の
校
歌

集
Ｃ
Ｄ
作
成
」
に
伴
う
収
録
開
始

●
川
西
中
学
校
男
女
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
、
全
日
本

中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
出
場
。
ベ
ス

ト
16
入
り

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業

　民
謡
を
訪
ね
て

公
開
収
録

９
月

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業

　第
32
回
地
酒
と

黒
べ
こ
ま
つ
り

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
式
典

●
お
き
た
ま
森
の
感
謝
祭
２
０
１
５

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
国
際
ダ
リ
ア

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
「
国
際
ダ
リ
ア
サ
ミ
ッ

ト
in
か
わ
に
し
」「
ダ
リ
ア
の
花
い
け
バ

ト
ル
・
假
屋
崎
省
吾
ト
ー
ク
＆
ア
レ
ン
ジ

シ
ョ
ー
」
な
ど
を
開
催

【
1
日
】

【
11
～
12
日
】

【
19
日
】

【
26
日
】

【
28
日
】

【
31
日
～
8
月

4
日
】

【
２
日
】

【
4
日
】

【
９
日
】

【
14
～
15
日
】

【
15
～
17
日
】

【
20
日
】

【
５
日
】

【
６
日
】

【
19
日
】

【
25
～
28
日
】

４月１９日㈰、フレンドリープラザにて、「吉里吉里忌」
が初めて開催されました。浅田次郎さんの講演では、会場
が笑顔に包まれました。

11月 1日㈰、川西ダリヤ園開園以来、初めて入園者数 6
万人を突破しました。平成２８年も、たくさんのお客様を
迎えられるように頑張っていきます。

２
０
１
5
年

町
の
主
な
出
来
事

町報かわにし　4平成２８年１月１５日

▲新しい消防車の機能を確かめる消防団員

安
全
安
心
な
ま
ち
を
守
る
た
め
に

～
消
防
ポ
ン
プ
車
を
更
新
し
ま
し
た
～

　12
月
1
日
㈫
、
大
塚
原
の
前
（
第
２
部
第

５
部
１
班
）
と
吉
島
尾
長
島
西
（
第
７
部
第

７
部
１
班
）
に
小
型
ポ
ン
プ
付
軽
積
載
車
が

配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
配
備
さ
れ
て
い
た
車

両
が
20
年
以
上
経
過
し
た
こ
と
か
ら
更
新
整

備
し
た
も
の
で
、
町
長
か
ら
各
消
防
団
に
引

き
渡
し
ま
し
た
。

　町
で
は
、
地
域
の
安
全
安
心
、
消
防
力
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今

後
も
年
度
計
画
に
よ
り
順
次
更
新
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

▲左から荒木日成君、鈴木悠さん、青木秀汰君

　川
西
中
学
校
の
卒
業
生
で
、
現
在
米
沢
商

業
高
等
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
3
年
の
、
小

林
は
な
さ
ん
、
遠
藤
凪な

ぎ
さ沙
さ
ん
、
片
倉
優ゆ

う
き季

さ
ん
が
、
Ｕ
ー
18
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
の
日
本
代

表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　12
月
11
日
㈮
に
町
・
町
体
育
協
会
・
県
ホ

ッ
ケ
ー
協
会
か
ら
激
励
金
と
激
励
の
言
葉
を

送
り
、
3
人
か
ら
は
「
海
外
の
選
手
の
技
を

盗
ん
で
、
負
け
な
い
プ
レ
ー
を
し
て
き
た
い
」

な
ど
、
こ
れ
か
ら
に
向
け
た
意
気
込
み
を
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　２
０
２
０
年
に
控
え
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
、
本
町
出
身
の
選
手
が
一
人
で
も
多
く

出
場
で
き
る
よ
う
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　～
Ｕ
―
18
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
に
選
出
～

▲左から小林はなさん、遠藤凪沙さん、片倉優季さん

▲玉庭小学校の本間雄也君と、浦田日向子さん

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
岩
手
県
大
槌
町
へ
の
義
援
金
～

　12
月
14
日
㈪
、
玉
庭
小
学
校
6
年
生
の
本

間
雄ゆ

う
や也

君
と
浦
田
日ひ

な

こ
向
子
さ
ん
が
町
長
室
を

訪
れ
、
一
年
間
大
槌
町
の
た
め
に
募
っ
た
義

援
金
と
、
大
槌
町
の
皆
さ
ん
へ
の
手
紙
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
24
日
㈭
に
は
、
犬
川
小
学
校
6
年

生
の
荒
木
日ひ

な
る成
君
、
鈴
木
悠は

る
かさ
ん
、
同
5
年

生
青
木
秀し

ゅ
う
た汰
君
が
、
一
年
間
大
槌
町
の
た
め

に
募
っ
た
義
援
金
と
大
槌
町
の
み
な
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　両
校
の
児
童
た
ち
は
、
町
長
に
義
援
金
と

一
緒
に
「
大
槌
町
の
た
め
に
少
し
で
も
役
に

立
つ
こ
と
に
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
し
っ
か

り
と
届
け
て
き
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
思

い
を
直
接
手
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　町
長
か
ら
は
「
み
な
さ
ん
に
集
め
て
い
た

だ
い
た
お
金
は
も
ち
ろ
ん
、『
大
槌
町
の
た

め
に
何
か
し
た
い
』
と
い
う
気
持
ち
も
、
し

っ
か
り
大
槌
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
。」
と
、

児
童
た
ち
に
約
束
し
て
受
け
取
り
ま
し
た
。

　他
に
も
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
大
槌
町
に

対
す
る
義
援
金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
温
か
い
ご
支
援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

12/112/1１

義
援
金
を
い
た
だ
い
た
方
々
（
敬
称
略
）

・
こ
ま
つ
市
実
行
委
員
会

・
吉
島
ふ
れ
あ
い
祭
実
行
委
員
会

・
川
西
商
業
協
同
組
合

町報かわにし　24平成２８年１月１５日

４
月

●
第
28
回
遅
筆
堂
文
庫
・
生
活
者
大
学
校

●
吉
里
吉
里
忌
２
０
１
５

●
川
西
町
春
季
消
防
演
習

●
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン

●
川
西
町
議
会
議
員
選
挙

５
月

●
平
成
27
年
度
川
西
町
成
人
式

●
第
11
回
ま
ど
か
カ
ッ
プ
３
時
間
耐
久
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
大
会

●
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
＆
ひ
ょ
う
た
ん
島
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー

●
平
成
27
年
度
「
こ
ま
つ
市
」
が
ス
タ
ー
ト

●
八
千
代
市
立
大
和
田
中
学
校
の
教
育
旅
行
を
受

け
入
れ

●
川
西
ダ
リ
ヤ
園
球
根
直
売
会

●
船
橋
市
立
飯
山
満
中
学
校
の
教
育
旅
行
を
受
け

入
れ

●
平
成
27
年
度
川
西
ゆ
う
ゆ
う
大
学
開
校

●
第
11
回
さ
な
ぶ
り
ま
つ
り

６
月

●
花
ウ
ォ
ー
ク
ひ
め
さ
ゆ
り
コ
ー
ス
、
親
子
里
山

体
験
・
ひ
め
さ
ゆ
り
鑑
賞
会

●
町
６
次
産
業
拠
点
施
設
「
か
わ
に
し
森
の
マ
ル

シ
ェ
」
建
設
工
事
ス
タ
ー
ト

●
第
43
回
川
西
町
健
康
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

●
置
賜
公
園
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ア

●
平
成
27
年
度
水
防
訓
練

【
18
日
】

【
19
日
】

【
19
日
】

【
21
日
】

【
26
日
】

【
３
日
】

【
４
日
】

【
５
日
】

【
９
日
】

【
14
日
】

【
15
～
17
日
】

【
21
日
】

【
21
日
】

【
31
日
】

【
13
日
】

【
16
日
】

【
19
日
】

【
20
日
～
7
月

12
日
】

【
28
日
】

10
月

●
第
10
回
全
国
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
親
善

交
流
大
会

●
全
国
玉
こ
ん
に
ゃ
く
選
手
権
２
０
１
５
　

●
川
西
町
体
育
協
会
発
足
60
周
年
記
念
式
典

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
　か
わ
に
し
産
業

フ
ェ
ア
２
０
１
５

●
川
西
ダ
リ
ヤ
園
入
園
者
数
6
万
人
突
破

11
月

●
平
成
27
年
度
川
西
町
芸
術
文
化
祭

●
平
成
27
年
度
川
西
町
町
民
表
彰
式
典

●
各
地
区
収
穫
感
謝
祭

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
　第

22
回
川
西
町

音
楽
見
本
市

●
川
西
町
民
生
活
安
全
推
進
大
会

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
川
西
町
女
性
議
会

●「
F
ー
H
ー
E 

C
U
P
2
0
1
5
」（
ホ
ッ

ケ
ー
）
に
川
西
中
学
校
３
年
生
の
２
人
が
、

Ｕ
―
16
日
本
代
表
と
し
て
出
場

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
き
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
こ
ま
つ
が

「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」

で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

12
月

●
玉
庭
小
学
校
学
校
支
援
地
域
本
部
が
平
成
27

年
度
優
れ
た
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
推

進
に
か
か
る
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

●
東
京
都
上
野
で
山
形
か
わ
に
し
「
豆
の
展
示

会
」
開
催

●
川
西
中
卒
で
、
米
沢
商
業
高
校
女
子
ホ
ッ

ケ
ー
部
の
3
人
が
、
Ｕ
―
18
日
本
代
表
に

【
３
～
４
日
】

【
４
日
】

【
11
日
】

【
17
日
】

【
31
日
】

【
2
日
～
3
日
】

【
3
日
】

【
８
日
】

【
14
日
】

【
14
日
】

【
22
日
】

【
26
～
29
日
】

【
28
日
】

【
３
日
】

【
４
～
６
日
】

【
11
日
】

春待ち市と音楽祭知事と語ろう市町村ミーティング浴浴センターまどかリニューアル

川西町女性議会 假屋崎省吾トーク＆アレンジショー Ｕ－１６ホッケー日本代表に
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募

　
集

　「う
わ
ぁ
、
豆
っ
て
こ
ん
な
に

種
類
が
あ
る
ん
で
す
ね
」「
豆
っ

て
か
わ
い
い
で
す
ね
」「
煮
豆
、

美
味
し
い
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

会
話
が
飛
び
交
っ
た
「
山
形
か
わ

に
し
豆
の
展
示
会
」。
12
月
4
日

か
ら
の
3
日
間
、
東
京
の
複
合
施

設
「
上
野
桜
木
あ
た
り
」
で
開
催

し
ま
し
た
。
3
日
間
の
来
場
者
数

は
約
１
７
０
０
人
と
、
予
想
を
上

回
る
数
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

山
形
県
川
西
町
を
知
っ
て
も

ら
う
事
を
目
的
に
「
豆
」

に
注
目
し
、
紅
大
豆
を
は
じ
め
と

す
る
川
西
町
で
採
れ
た
豆
、
約
30

種
の
展
示
、
豆
と
パ
ン
の
簡
単
お

料
理
教
室
、
石
臼
で
き
な
こ
を
作

っ
て
笹
巻
き
と
一
緒
に
食
べ
る
コ

ー
ナ
ー
、
豆
を
中
心
と
し
た
写
真

パ
ネ
ル
の
展
示
、
豆
の
販
売
や
試

食
な
ど
、豆
づ
く
し
の
展
示
会
は
、

一
般
の
方
か
ら
、
豆
に
携
わ
る
飲

食
業
の
方
も
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　会
場
は
、
昭
和
初
期
に
建
て
ら

れ
た
和
風
住
宅
を
改
装
し
、
カ
フ

ェ
や
ベ
ー
カ
リ
ー
、
塩
と
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
の
お
店
が
入
る
、
と
て

も
お
洒
落
な
場
所
で
す
。
そ
の
た

め
、
ス
タ
ッ
フ
も
全
員
豆
柄
（
水

玉
）
の
蝶
ネ
ク
タ
イ
を
付
け
、
商

品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
P
O
P
に
気

を
使
い
な
が
ら
、
こ
の
お
洒
落
な

場
所
に
合
わ
せ
販
売
や
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

今
回
、「
豆
」
や
「
食
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
来
場
さ
れ
た

方
が
多
く
、「
川
西
町
っ
て
ど
こ

に
あ
る
ん
で
す
か
」
と
い
う
質
問

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。「
東
京
か

ら
新
幹
線
、
在
来
線
を
使
っ
て
2

時
間
半
」
と
言
う
と
「
え
？
意
外

と
近
い
ん
で
す
ね
」
と
い
う
感
想

で
す
。
山
形
県
川
西
町
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
示
す
シ
ン
プ
ル
な
案

内
が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
す
。

　ま
た
、「
終
の
棲
家
を
探
し
て

い
る
ん
だ
け
ど
、
川
西
町
っ
て
ど

ん
な
町
で
す
か
」「
移
住
に
関
し

て
何
か
補
助
的
な
も
の
は
あ
り
ま

す
か
、
あ
っ
た
ら
資
料
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
客
様
が
数

名
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
事
に
も
驚
き

ま
し
た
。
川
西
町
の
四
季
の
写
真

を
な
が
め
、
郷
土
料
理
を
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
会
話
を

す
る
う
ち
に
出
て
き
た
言
葉
で
し

た
。　当

機
構
で
は
、
移
住
推
進
も
行

っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
豆
の
展

示
会
で
は
移
住
推
進
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
町
に
行
っ
た
ら
ど

ん
な
暮
ら
し
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
、
と
自
然
に
思
っ
て
い
た
だ
け

た
よ
う
で
す
。

豆
の
展
示
会
の
準
備
は
と
て

も
と
て
も
大
変
で
し
た

が
、
今
後
も
川
西
町
の
素
材
を
丁

寧
に
紹
介
し
、「
行
っ
て
み
た
い
」

か
ら
「
住
ん
で
み
た
い
」
と
心
を

動
か
せ
る
よ
う
な
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

「
豆
の
あ
る
ま
ち 

か
わ
に
し 

フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」https://

w
w

w
.fa

ceb
o

o
k.co

m
/

m
am

enoarum
achi/

山
形
県
の
最
低
賃
金

　山
形
県
の
最
低
賃
金
の
改
定
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な

お
、
①
精
皆
勤
手
当
、
②
通
勤
手

当
、
③
家
族
手
当
、
④
時
間
外
・

休
日
・
深
夜
手
当
、
⑤
賞
与
な
ど

は
最
低
賃
金
の
計
算
に
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。
日
給
者
、
月
給
者
歩
合

給
者
等
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
１

時
間
当
た
り
の
賃
金
額
が
最
低
賃

金
の
時
間
額
を
下
回
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
な
お
、
特
定
の
産
業
に

つ
い
て
は
、
別
途
最
低
賃
金
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
山
形
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
４

優
良
運
転
者
表
彰
の
募
集

米
沢
地
区
交
通
安
全
協
会

▼
対
象
者
：
米
沢
地
区
交
通
安
全

　協
会
員
の
方
で
、
過
去
５
年
以

　上
無
事
故
無
違
反
の
方

▼
締
切
：
2
月
26
日
㈮

▼
必
要
書
類
：
無
事
故
無
違
反
証

　明
書

問
米
沢
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務

　局
☎
21

－

３
３
３
８

山
形
県
社
会
福
祉
事
業
団

職
員
募
集

▼
職
種
及
び
人
員

　主
事
、
援
助
員
、
看
護
師

　理
学
療
法
士
　
　４
名
程
度

　作
業
療
法
士
　
　２
名
程
度

　臨
床
検
査
技
師
　１
名
程
度

▼
待
遇
：
当
事
業
団
の
給
与
規
定

　等
に
よ
る

▼
応
募
締
切
：
１
月
29
日
㈮
ま
で

▼
採
用
日
：
４
月
１
日

▼
応
募
：
県
福
祉
事
業
団
ホ
ー
ム

　ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

　左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　さ
い
。

問
社
会
福
祉
法
人
山
形
県
社
会

　

　福
祉
事
業
団
事
務
局

☎
０
２
３

－

６
２
３

－

９
１
２
７

山
形
か
わ
に
し

　
　
「
豆
の
展
示
会
」
大
盛
況
！

▲子どもも楽しく

山形県最低賃金
最低賃金額 改定日
１時間 696円 27.10.16

特定（産業別）最低賃金（昨年周知額から変更なし）
業種名 最低賃金額 改定日

電気機械器具等製造業 １時間 767円

27.12.25
一般産業用機械等製造業 １時間 783円
自動車・同付属品製造業 １時間 782円
自動車整備業 １時間 786円

くん齋
さいとう

藤　唯
ゆ い と

斗
（大塚小学校　５年）
　今年は最高学年なの
で、ほかの学年の手本
となって、委員会の仕
事もがんばっていきた
いです。
　学習では、歴史の勉
強も始まるので、がん
ばりたいです。

町報かわにし　6平成２８年１月１５日

　あけましておめでとう
ございます。２０１６年がス
タートしました。
　申年生まれ、初めての「年
男・年女」である小学生た
ちに抱負を聞きました！

くん長
ながさわ

澤　大
た い し

志
（高山小学校　５年）
　僕の夢は、サッカー選
手になることです。その
ためには学校の勉強を頑
張り、練習や作戦を工夫
してできる選手になりた
いです。また、スポ少の
練習だけでなく、個人練
習を頑張っていきます。

さん堀
ほりこし

越　彩
あ む

夢
（大塚小学校　６年）
　今年から中学生です。
部活も勉強もしっかりと
ついていけるように頑張
りたいです。
　中学校では、他の小学
校の人とも仲良く勉強し、
たくさん友だちを作りた
いです。

さん佐
さ と う

藤　碧
あ み

海
（犬川小学校　６年）
　今年は中学生になりま
す。私は、友達をたくさ
ん作って、勉強と部活を
両立できるようにがんば
りたいです。
　また、大好きなピアノ
も難しい曲にチャレンジ
していきたいと思います。

さん鈴
す ず き

木　麻
ま ゆ

友
（高山小学校　５年）
　私の夢は、家の設計士
になることです。そのた
めに今年は、苦手な算数
をがんばり、得意な図工
の力をもっと伸ばして、
体の不自由な人など、た
くさんの人が住みやすい
家を作りたいです。

さん齋
さいとう

藤　　尋
ひろ

（小松小学校　５年）
　私は、6年生になった
ら、最高学年として下級
生の面倒を見ることと苦
手な算数を頑張ります。
　また、企画委員会に入
り、全校生の事を考えて、
いい学校になるような活
動を考えたいと思います。

くん海
う ん の

野　睦
あ つ や

也
（小松小学校　６年）
　ぼくは、今年中学生に
なります。サッカーが好
きなのでサッカー部に入
りたいです。毎日の部活
動を頑張って、試合に出
られるようにしたいです。
　そして部活だけでなく
勉強もがんばります。

くん大
お お か わ ら

河原依
い お

旺
（犬川小学校　６年）
　今年は中学生になりま
す。勉強のレベルも格段
に高くなるので、頑張っ
ていきたいです。また、
部活動も始まるので真剣
に取り組んでいきたいで
す。川中のみなさん、よ
ろしくお願いします。
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れ
た
方
に
は
、
１
月
末
に
報
告
用

紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
置
賜
家
畜
保
健
衛
生
所
　

☎
43

－

３
２
１
７
　

※
報
告
さ
れ
た
内
容
は
、
家
畜
伝

染
病
の
防
疫
お
よ
び
畜
産
振
興
の

目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

持
ち
込
み
ご
み
の
手
数
料

が
改
正
さ
れ
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
千
代
田
・
長
井

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
、
小
国
リ

レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ご
み
を
持

ち
込
む
場
合
の
ご
み
処
理
手
数
料

を
次
の
と
お
り
改
正
し
ま
す
。

改
正
の
内
容

【
改
正
前
】
１
５
０
円
／
10
ｋ
ｇ

【
改
正
後
】
１
８
０
円
／
10
ｋｇ

　３
月
は
ご
み
搬
入
が
混
み
あ
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
家
庭

か
ら
出
る
少
量
の
ご
み
は
、
お
住

ま
い
の
地
区
の
ご
み
収
集
所
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
指
定
ご
み
袋
の
価
格

に
は
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
57

－

４
０
０
４

問
長
井
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
３
８

－

84

－

６
９
１
１

移
転
費
・
広
域
求
職
活
動

費
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

雇
用
保
険
を
受
給
中
の
方
が
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
に
よ
り
遠

方
の
地
域
で
就
職
及
び
求
職
活
動

を
行
う
場
合
、
こ
れ
ら
の
費
用
を

負
担
す
る
「
移
転
費
」「
広
域
求

職
活
動
費
」
と
い
う
制
度
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
山
形
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
３

－

６
２
６

－

６
１
０
９

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

　
　
　
　

☎
０
２
３
８

－

22

－

８
１
５
５

家
畜
の
定
期
報
告
【
２
月
】

　

牛
類
・
鹿
・
羊
類
・
豚
（
ミ
ニ

ブ
タ
含
）・ 

猪
・
馬
（
ポ
ニ
ー
含
）・ 

鶏
（
う
こ
っ
け
い
・
チ
ャ
ボ
含
）・ 

う
ず
ら
・
あ
ひ
る
・
き
じ
・
だ
ち

ょ
う
・
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥
を

飼
養
し
て
い
る
方
（
ペ
ッ
ト
、
学

校
等
や
公
園
で
の
飼
育
も
含
）は
、

家
畜
伝
染
病
予
防
法
で
、
２
月
１

日
現
在
の
頭
数
等
の
報
告
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　家
畜
の
飼
養
を
開
始
・
中
止
し

た
方
、
飼
養
し
て
い
る
の
に
報
告

用
紙
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
な
お
、
前
年
に
報
告
さ
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くん鈴
す ず き

木　永
と わ

遠
（玉庭小学校　６年）
　ぼくは今年度中学校
で勉強や部活を頑張り
たいです。勉強では苦
手な国語を頑張って、
特に漢字を丁寧に書き
たいです。難しい英語
もしっかり勉強したい
です。

くん丸
まるやま

山　柊
しゅうと

斗
（中郡小学校　６年）
　今年は中学校で部活
が始まります。先輩か
らしっかり学び、積極
的に練習に取り組みた
いです。柔道の技と心
を身に着け、大会で精
一杯力を出したいです。
全力で頑張ります。

さん齋
さいとう

藤はなみ
（東沢小学校　５年）
　今年は、企画委員長に
なります。どんな仕事を
やるにも、一つ一つ丁寧
に一生懸命取り組み、下
級生に尊敬される6年
生になります。ドリーム
キッズやホッケースポ少
でも力を発揮したいです。

さん情
せ い の

野　真
ま い

衣
（吉島小学校　５年）
　私は、一年間で勉強を
頑張りたいです。算数の
分数と文章問題をすらす
らと解くことを一年間で
しっかり覚えて、完璧に
したいです。スポーツも
たくさんして、けがなく
健康でいたいです。

さん山
や ま が

家　　歩
あいみ

（玉庭小学校　６年）
　今年中学校に入ってが
んばりたいことは、勉強と
部活動です。小学校よりも
難しくなるので予習など
をして、遅れないようにし
たいです。部活動は、先輩
方に教えてもらいながら
楽しくやりたいです。

さん竹
た け だ

田　真
ま み

美
（東沢小学校　５年）
　私は読書が大好きです。
今年もフレンドリープラ
ザでたくさん本を借りて
読みたいです。学校では、
縄跳びの名人になって、
下級生に二重跳びなどの
技を優しく教えてあげた
いです。頑張ります。

さん島
し ま つ

津　　遥
はるか

（吉島小学校　６年）
　私が今年がんばりたい
ことは、中学校に向けて
の勉強です。残りの小学
校生活はわずか三ヶ月な
ので、さまざまな教科や
運動に取り組み、一所懸
命生活していきたいと思
います。

2016年
さん鈴

す ず き

木　愛
あ ず み

純
（中郡小学校　６年）
　私は新年のテーマを「進
む！」に決めました。川西
中に進学し、運動に勉強に
励みます。「進む」の言葉
どおり、前を向いて、全力
で進んでいこうと思いま
す。将来の夢「保育士」に
向かってがんばります。



健康情報ひろば

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４２－６６３８

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

～
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
～ 介護者のつどい

期日：平成２８年１月２７日㈬
会場：生きがい交流館（美女木）
時間：午前１０時～１１時３０分　
内容：茶話会
料金：無料

問地域包括支援センター☎４２－６６３８

西大塚カフェ
期日：平成２８年２月１８日㈭
会場：ケアセンターとこしえ西大塚
時間：午後１時３０分～３時
内容：茶話会・体操
料金：無料

問ケアセンターとこしえ西大塚☎４２－３５５５

認知症の方を介護する家族支援

「介護者のつどい」＆「西大塚カフェ」のご案内

認知症の人を支え合う「認知症サポーター養成講座」
　認知症を正しく理解して地域で認知症の人や家族を温かく支えていただく「認知症サポーター」養成講座を
実施しています。部落や自治会、職場等の集まりに出向きます。電話でお気軽にお問い合わせください。

～認知症になっても安心して暮らせるまちづくり～
「かえっぺ（川西町徘

はい
徊
かい

高齢者等事前登録事業）のご紹介」
　認知症高齢者などで、徘徊などにより行方不明になる可能性のある方について、名前や特徴、
写真などの情報をあらかじめ登録しておくことで、早期発見に役立てる制度です。
◎ 対象となる方
　　川西町にお住まいで、徘徊するおそれのある高齢者の方
◎ 登録申請窓口
　　川西町健康福祉課内　地域包括支援センター
◎ 登録申請に必要なもの
　　届出書の記入（届出書は上記窓口にあります。）
　　登録する方の特徴が分かる写真（１～４枚）
◎ 登録情報の活用について

記入していただいた申請書及び写真は、原本を町で、写しを米沢警察署及び地域包括支援
センターで保管します。また、申請時に同意をいただいた方については、担当する民生委
員へも同様の情報提供を行い、訪問活動などに役立て、見守り強化につなげていきます。
米沢警察署は、申請書等の情報を徘徊高齢者等の発見・保護時の身元確認のため活用します。

行方不明になった場合には…
すぐに、米沢警察署 ☎０２３８－２６－０１１０ に連絡してください。
その際に、「かえっぺ」事前登録をしていることを伝えてください。
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第
３
回
小
学
校
学
区
再
編
検
討

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

●
犬
川
小
学
校

▼
委
員
長
：
田
村
政
博
さ
ん

▼
出
席
委
員
：
11
名

　

▼
欠
席
委
員
：
４
名

▼
開
催
期
日
：
12
月
18
日
㈮

▼
開
催
場
所
：
犬
川
地
区
交
流
セ

　
　
　
　
　
　ン
タ
ー

今
後
の
予
定

　第
３
回
の
委
員
会
で
は
、
統
廃
合
の
必
要
性
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　各
小
学
校
区
に
お
い
て
協
議
の
進
捗
状
況
に
差
が
で
は
じ
め
、
方
向
性

が
整
っ
た
委
員
会
や
第
４
回
の
委
員
会
（
２
月
上
旬
こ
ろ
）
で
方
向
性
が

決
定
す
る
と
思
わ
れ
る
委
員
会
、
今
後
も
意
見
集
約
を
継
続
し
て
行
う
委

員
会
と
様
々
で
す
。

　検
討
委
員
会
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
町
報
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　犬
川
小
学
校
、
高
山
小
学
校
、
玉
庭
小
学
校
、
東
沢
小
学
校
の
４
校
に

設
置
し
た
学
区
再
編
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
第
３
回
と
な
る
委
員
会
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
、
統
廃
合
の
必
要
性
に
つ
い
て
協
議
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　各
委
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
の
状
況
、
他
校
区
の
検
討
状
況
を
参
考

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
域
の
方
々
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
自
分

の
考
え
と
合
わ
せ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

●
高
山
小
学
校

▼
委
員
長
：
井
上
要
一
さ
ん

▼
出
席
委
員
：
７
名

▼
欠
席
委
員
：
４
名

▼
開
催
期
日
：
12
月
16
日
㈬

▼
開
催
場
所
：
高
山
多
目
的
研
修

　
　
　
　
　
　セ
ン
タ
ー

問
町
教
育
総
務
課
教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
５
９

●
玉
庭
小
学
校

▼
委
員
長
：
吉
村
徹
さ
ん

▼
出
席
委
員
：
８
名

▼
欠
席
委
員
：
５
名

▼
開
催
期
日
：
12
月
15
日
㈫

▼
開
催
場
所
：
玉
庭
地
区
交
流
セ

　
　
　
　
　
　ン
タ
ー

●
東
沢
小
学
校

▼
委
員
長
：
佐
々
木
和
憲
さ
ん

▼
出
席
委
員
：
５
名

▼
欠
席
委
員
：
７
名

▼
開
催
期
日
：
12
月
21
日
㈪

▼
開
催
場
所
：
東
沢
活
性
化
セ
ン

　
　
　
　
　
　タ
ー

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

※
1
月
・
2
月
の

　ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

1
月
22
日
㊎

　雪
と
遊
ぼ
う
！（
悪
天
候
の
場
合
屋
内
）

2
月
３
日
㊌

　

　豆
ま
き
「
鬼
は
外
、福
は
内
！
」

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～

　
　
　
　
　（完
全
予
約
制
）

　1
月
18
日
㊊

　2
月
15
日
㊊

　

問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　

　午
前
10
時
～
11
時

  

美
郷
幼
稚
園

　２
月
１
日
㊊

※
2
月
2
日
か
ら
変
更

  

北
斗
幼
稚
園

　2
月
10
日
㊌

子育てナビ開設しま
した！
http://kawanishi-
town.mamafre.jp
まで！
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適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★
　「ジェネリック医薬品」は、新薬と同等の効き目
がある薬で、より安価で提供されておりますので、
医療費削減効果が期待できます。処方を希望される
場合は、医師や薬剤師の方へご相談ください。

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

健康カレンダー 問町健康福祉課 健康推進グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉２月８日㈪、２２日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時 30 分
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈 持 ち 物 〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

すくすく赤ちゃん健康診査
〈期　　日〉２月１９日㈮
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈 対 象 者 〉平成２７年９月１６日～１１月１５日
　　　　　   生まれの乳児

〈内　　容〉身体計測、診察など
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、おむつ

３歳６か月児健康診査
〈期　　日〉２月２６日㈮
〈受付時間〉午後 1 時～１時１５分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２４年７月～８月生まれの幼児
〈内　　容〉身体計測、内科・歯科検診など
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、問診票、尿、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※対象者へ事前に問診票・尿容器などを郵送します。

　１月生まれの方へ、
　子育て支援医療証を郵送します
１歳児から小学６年生までの、誕生日が１月２日から
２月１日の方に子育て支援医療証をお送りします。
■新しい医療証の有効期間
平成２８年２月１日～平成２９年１月３１日まで
※小学６年生は平成２８年３月３１日まで
これまでの医療証は、平成２８年１月３１日までご使
用いただけます。医療機関を受診する際は、医療証の
有効期間を確認してからご使用ください。
■郵送時期 １月中旬ごろ※申請は必要ありません。
■健康保険証に変更がある場合は、届出が必要です
次のものをお持ちのうえ、窓口へお越しください。

（持ち物）お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い合
わせください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉２月２５日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 26 年２月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年 12 月、平成 25 年２月
８月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

ママパパ教室
〈期　　日〉２月２４日㈬
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉初妊婦とその夫
〈申込方法〉２月１７日㈬まで電話で申込み
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳

検診日程追加のお知らせ
　下記のとおり追加検診日を設けましたので、各種
検診をまだ受けてない方はこの機会にお申し込みく
ださい。今年度最後のチャンスです！

〈期　日〉1 月２５日㈪、２６日㈫

〈会　場〉南陽検診センター
〈定　員〉1 日 ４０名 まで
　（定員になり次第締め切らせていただきます。）

〈持ち物〉検診票、検診料金、健康保険証、検体（検
　尿・検便用）無料クーポン券（お持ちの方のみ）
※受診希望の方は、人数に限りがありますので、お
　早めにお申し込みください。
※子宮頸がん検診・乳がん検診は、1 月 31 日まで
　個別医療機関でも受診できますので、直接予約の
　上、お受けください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎ 42 － 6640

項　　目 受付時間
総合健診【特定健診（国民健康保
　険加入者）・胃がん・大腸がん・
　呼吸器・肝炎ウイルス検診など】

午前８時３０分
～９時００分

国保人間ドック
（国民健康保険加入者）

午前７時１５分
～７時４５分子宮頸がん検診・乳がん検診
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個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
開
始
！

必
要
な
持
ち
物

□　交付通知書（はがき）
□　通知カード
□　本人確認書類
　　（法定代理人も必要）
□　住民基本台帳カード
　　（お持ちの方のみ）
□　代理権の確認書類（１５歳
　未満の方または成年後見人の
　法定代理人のみ必要）　

■ 本人確認書類（①、②のいずれか）
①　顔写真付の証明書（１点）
例）住民基本台帳カード、運転免許証、旅券、身体
　障害者手帳、療育手帳など
②　「氏名＋生年月日」または、「氏名＋住所」が記
　載されたもの（２点）
例）健康保険証、年金手帳、社員証、学生証、学校
　名が記載された書類、預金通帳、医療受給者　証
　など

■ 代理権の確認書類
・戸籍謄本など（「本町が本籍地の場合」または、「15 歳未満の方でその法定代理人と同一
　世帯かつ親子関係にある場合」は不要）

※暗証番号の種別と設定方法
種別 設定方法

① 署名用電子証明書
英数字６文字以上１６文字以下で設定できます。
英字は大文字のＡ～Ｚまで、数字は０～９が利用でき、
英字、数字とも１文字以上は必要です。

② 利用者証明用電子証明書
数字４文字で設定できます。
②、③、④は同じ暗証番号を設定することができます。③ 券面事項入力補助用

④ 住民基本台帳事務用

※代理人がお越しになる場合 ご本人が”病気や身体障害などのやむを得ない理由により”受け取
りに来れない場合のみ、代理人にカードの受け取りを委任できます。

代
理
人
交
付
に
必
要
な
持
ち
物

□　交付通知書（はがき）
□　通知カード
□　申請者本人の確認書類
□　代理人の本人確認書類
□　代理権の確認書類
□　住民基本台帳カード
　　（お持ちの方のみ）
□　申請者本人の来庁が困難で
　　あることがわかる書類

　「本人確認書類①を２点」または「①、②を１点ずつ」
　または「②を３点（うち１つは顔写真付）」

　「本人確認書類①を２点」または「①、②を１点ずつ」

　法定代理人の場合：戸籍謄本その他の資格を証明する書類
　　　　　　　　　　（本町が本籍地である場合は不要）
　その他の場合：委任状など
　　　　　　　（交付通知書の「委任状」欄に記入したもので可）

　（例）診断書、申請者の障害手帳、本人が代理人の施設に入
　　　所していることがわかる書類

問町住民生活課 戸籍住民グループ　☎４２ー６６１５
問マイナンバー総合フリーダイヤル 
 ☎０１２０ー 95 ー０１７８（無料）
問個人番号カードコールセンター 
 ☎０５７０ー７８３ー５７８（有料）
問消費者ホットライン ☎１８８（いやや！）

カ
ー
ド
の
使
い
道

■　本人確認として利用
■　電子証明を取得すれば、ｅ－ＴＡＸなどの
　電子申請が可能
■　将来的に、さまざまな行政手続きのオンラ
　イン申請や、民間のオンライン取引、コンビ
　ニでの証明書取得が可能になる見込み

　個人番号（マイナンバー）カードの交付を申請した方に対し、１月から交付通知書（はがき）が
ご自宅に届きます。下記に記載している必要な持ち物をお持ちになり、交付通知書に記載されてい
る期限までに、町住民生活課まで申請者ご本人がお越しください。（15歳未満の方または、成年
被後見人の方には、その法定代理人が同行してください）
　町住民生活課で本人確認の上、暗証番号を設定していただき、カードをお渡しします。なお、窓
口の混雑が予想されますので、暗証番号はあらかじめ決めておいて下さい。
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～健康かわにし２１計画（第２次）推進中～

　元気を支える地域づくり　～地域活動に参加し、交流しよう～

いきいき
元気！

～Ｎｏ９～

☆地域活動に参加してる？

　地域活動への参加率をみると、男性 40.3％、女性は 24.5％となっています。年代別では、特に女性は年齢
が高くなるほど参加している人の割合は高くなっています。

　近年、人と人とのふれあいの減少などから人々のつながりが薄れてきたと言われています。
　人々のつながり結びつきが強まると、健康だと感じる人が増え、子育ての負担感や高齢者の孤立感が軽減する
など良い結果が得られるといわれています。町民一人ひとりが主体的に社会参加しながら地域のつながりを深め、
相互に支え合う地域づくりを推進していくことが大切です。

☆わたしたちができる地域参加

・あいさつや声掛け等により交流しよう
・自治会、老人クラブ、PTA、育児サークル、ボランティア団体、趣味のサークルな  
　どに参加しよう
・地域の行事に関心を持ち、世代を超えて交流に努めよう
・地域ぐるみの見守り・支え合いを心がけよう
・健康づくりの活動や事業に誘い合って進んで参加しよう
・健康づくりに取り組むボランティア団体の活動へ参加しよう

　町で行っているボランティア活動の実例
★食生活改善推進協議会
　（栄養の正しい知識とより良い食習慣づくりの普及に取り組むボランティア団体）
★健康運動サポーター
　（今年度から養成を開始した健康づくりの運動を普及するボランティア）
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲健康運動サポーター養成講座の状況

■農都会の子どもたちとの交流を　　　　　
村体験の受入れ先募集！

　町では、農村での暮らしを通じ、子どもたちの成長
につなげるきっかけ作りや地域の活性化を目的として、
農村資源を活用した都市部小・中学生の農村体験受入
れを実施しています。
　受入れ方法は民泊＋農作業体験、民泊のみ、農作業
体験のみでも可能となっており、受入れした内容に合
わせて規定の体験指導料が支払われます。

　平成２８年度は、千葉県、宮城県から中学校２校の
受入れ（両校４０名程）が決まっておりますので、受
入れに興味のある方は、ぜひご連絡ください。
■ 受入れする中学校
①千葉県八千代市立大和田中学校
②宮城県仙台市立東仙台中学校　
　なお、受入れの様子を収めたＤＶＤ等も配布可能で
すので、興味のある方はご連絡ください。
問やまがた里の暮らし推進機構 ☎５４- ３００６
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⑷ 特別職の給与・議員の報酬の状況（各年１２月１日現在）

区分
給料月額等 平成 26年度期末手当 平成 25年度期末手当

平成２６年度 平成25年度 条例 ６月期 １２月期 計 ６月期 １２月期 計 条例上
の規定

給料
町　長 840,000 円 840,000 円 840,000 円

1.40
月分

1.70
月分

3.10
月分

1.40
月分

1.55
月分

2.95
月分

2.95
月分副町長 670,000 円 670,000 円 670,000 円

教育長 585,000 円 585,000 円 585,000 円

報酬
議　長 330,000 円 330,000 円 330,000 円

1.40
月分

1.70
月分

3.10
月分

1.40
月分

1.55
月分

2.95
月分

2.95
月分副議長 270,000 円 270,000 円 270,000 円

議　員 255,000 円 255,000 円 255,000 円

⑸ 職員の主な手当の状況
①　期末・勤勉手当

区分
平成 26年度 平成 25年度

６月期 １２月期 合　計 ６月期 １２月期 合　計

川西町
期　末 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分
勤　勉 0.675 月分 0.825 月分 1.50 月分 0.675 月分 0.675 月分 1.35 月分

国
期　末 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分
勤　勉 0.675 月分 0.825 月分 1.50 月分 0.675 月分 0.675 月分 1.35 月分

②　退職手当

区分
支給率 その他の

加算措置
一人当たりの
平均支給額勤続 20年 勤続 25年 勤続 30年 最高限度額

平成 26年度 自己都合 21.62 月分 30.82 月分 38.18 月分 52.44 月分 有 2,305 万円勧奨・定年 27.025 月分 36.57 月分 44.85 月分 52.44 月分

平成 25年度 自己都合 23.50 月分 33.50 月分 41.50 月分 59.28 月分 有 2,486 万円勧奨・定年 30.55 月分 41.34 月分 50.70 月分 59.28 月分
注　一人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職員分の平均額です。

③　時間外勤務手当（一般会計実績）
区分 平成２6年度 平成２5年度
総支給額 3,9033 万円 3,3626 万円

一人当たりの
平均支給年額 201千円 174千円

④　ラスパイレス指数
平成２3年度 平成２4年度 平成２5年度 平成２6年度
97.2 106.0(98.0) 106.9(98.7) 100.2

注　支給額には、選挙事務に関する
時間外勤務手当は含みません。

注 1 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の
地方公務員の給与水準を示す指数です。

　２ ( ) 内の数字は、給与改定特例法の措置がなかった場合の参考値です。

問合せ先
　町総務課 行政管理グループ
　☎４２－６６１０

⑶ 職員の平均給料月額および平均年齢
区分 平成２６年度 平成２５年度

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 320,800 円 41歳 4月 324,900 円 41歳 4月
技能労務職 348,300 円 45歳 9月 343,100 円 44歳 9月

注　本表の数値は、一般
会計に計上された各
職種の平均です。

※なお、平成２５年度分の掲載漏れがあ
りましたので、お詫びして本ページに 2
年分を掲載しました。ご了承ください。

並んだ文字の中に世界の国の名前が隠れています。
縦・横・斜めに文字をなぞって言葉を見つけてく
ださい。国名にならなかった文字を組み合わせて
お答えください。
★ヒント：縦…８　横…４　斜め…９　
　全部で２１か国が隠れています。

今年いよいよオープン！！
うきうきするっきー！

  問 題 リトアニアチアロク
ンヒンルマメシダウ
ヤリテガゼアリナエ
ジアノンリンアカー
イビアマシエチシト
バンソニルユドンス
ルロコスドリタンペ
ゼコルイチケモイイ
アリトスーオマーン

■ 応募方法：ハガキにパズルの答え・住所・氏名・年齢・電話番号を記入してご応募ください。
■ あ て 先  ：〒 999 - 0193　川西町大字上小松 1567 番地
　　　　　　 川西町役場 企画財政課 政策調整グループ 宛
■ 当選発表：当選者は、町報２月号で発表します。（商品の発送は、２月中旬を予定しています。）

  答 え

■平「ちまる」と一緒に町を元気にしませんか？
成２８年度地域おこし協力隊活動説明会

　来年度、隊員を派遣する活動募集のため、今年度の
隊員活動を紹介します。是非ご参加ください。
■ 日　時　１月２５日㈪ 午後３時～
■ 場　所　中央公民館３階視聴覚室
■ 内　容　平成２７年度の活動事例報告、２８年度
　　　　　 の活動スキーム・募集スケジュール説明
問町まちづくり課地域づくり推進室 ☎４２- ６６４６

■原申込不要、参加無料！原木はプレゼント！
木きのこ植菌体験

　原木きのこ栽培は、初心者でも簡単に始められます
ので、老若男女問わず気軽にご参加ください。
■ 日　時　１月２３日㈯ 午前１０時～１１時３０分
■ 場　所　中央公民館１階大ホール
■ 内　容　原木きのこの植菌体験
■ 講　師　米沢地方森林組合
　　　　　 森林整備課長　四柳　徹也氏
問町農地課 農村林務グループ　☎４２―６６４６

■希参加無料！どなたでも参加できます　　
少生物・野生動物との共生・共存を学ぶ

　町では、希少生物の保護及び野生動物と共生・共存
できる社会の構築に向け、地域の方々に理解を深めて
いただくための学習会を開催します。わたしたちと共
に生きている野生の生物や動物に興味のある方はぜひ
ご参加ください。
■ 日　時　１月３０日㈯ 午前９時３０分～正午
■ 場　所　中央公民館３階視聴覚室
■ 内　容　
　①「希少な野生生物の保全」
　　  講師　山形県みどり推進機構　
　　　浦田　格氏
　②「野生動物との共存」
　　  講師　葉っぱ塾代表　八木　文明氏
■ その他　申込不要です。９時３０分まで直接会場
　  へお越しください。
問町農地課 農村林務グループ　☎４２―６６４６
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⑴ 任命の状況
採用

職種別採用状況
年度 ２６ ２５ ２４
行政職 ８人 10人 5人
計 ８人 10人 5人

⑶ 級別職員数の状況（各年４月１日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
教育長 技能労

務職等 合計
代表的な職務 主事補・主事 主事 主任 主査 主幹 課長

平成２６年度 36人
(20.2%)

12人
（6.8％）

24人
（13.5%）

５3人
（29.7％）

41人
(23.0%)

１２人
（6.8％） １人 ２7人 ２０６人

平成 25年度 32人
（18.1%）

13人
（7.3％）

26人
（14.7%）

52人
（29.4％）

42人
（23.7%）

１２人
（6.8％） １人 ２7人 ２０5人

注　１　川西町一般職の職員の給与に関する条例及び同条例の施行に関する規則等に基づく給料表の級区分によ
る職員数です。

　　２　（　）の構成比率は、一般行政職（１級～６級）のみの比率です。

⑴ 人件費の状況（各年度一般会計決算）

年度 住民基本台帳人口
（各年度末 ) 歳出額Ⓐ 実質収支 人件費Ⓑ 人件費率

（Ⓑ /Ⓐ）
平成２６年度 １６，３２４人 96億2,980万円 3億1,396万円 １6億7,200万円 　　１７.4％

平成２５年度 １６，６１８人 102億9,808万円 2億8,596万円 １5億7,767万円 　　１５.4％

注　人件費には、特別職（常勤・非常勤）に支給される給料、報酬等を含みます。

⑵ 職員給与費の状況（各年度一般会計決算）

区分 職員数
給与費 一人あたりの

給与費（年額）給料 職員手当 期末 ･勤勉手当 給与費計

平成２6年度 197人 ７億7,089万円 5,635万円 ２億８,716万円 １１億1,144万円 ５66万円

平成２5年度 194人 ７億3,346万円 5,602万円 ２億7,469万円 １0億6,417万円 ５49万円

注　１　職員手当には時間外勤務手当、退職手当および児童手当を含みません。
　　２　本表における職員数は、一般会計に計上された職員数です。

⑵ 部門別職員数（各年４月１日現在）

区分
部門

職員数
平成26年度 平成 25年度 平成 24年度

一般行政部門 １３7人 １３５人 １３４人
特別行政部門 48人 48人 ５０人
公営企業等 ２1人 22人 ２２人
合　　　計 ２０６人 ２05人 ２０６人

退職
職種別退職状況

年度 ２５ ２４ ２３
行政職 ７人 11人 10人
消防職 ０人 0人 2人
計 ７人 11人 12人

川西町における人事行政の
　運営等の状況をお知らせします

　町職員の任用、給与、服務や勤務条件など人事行政の運営状況についてお知らせします。
　なお、紙面の都合上抜粋したものを掲載しておりますので、全体は町ホームページ
（http://www.town.kawanishi.yamagta.jp/）をご覧ください。

　　任免及び職員数に関する状況

　　職員の給与の状況
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■踏焦らず、安全運転で　　　　　　　　　
切事故の防止について

１　踏切の手前では、必ず一旦停止し、安全を確認し
　てから渡ってください。
　　特に、冬季間は路面凍結によるスリップに備え、
　踏切手前では充分に減速しましょう。
　　また、積雪等により踏切が確認しにくい場合があ
　ります。誤って線路に進入しないよう、はっきり確
　認してから通行してください。
２　警報機が鳴ったら、踏切内への無理な進入はやめ
　てください。
３　踏切の中に閉じ込められた場合は、そのままゆっ
　くり車を前進させてください。
　　（遮断棒は、車で押せば前方に跳ね上がります。）
４　踏切内で動けなくなった場合（脱輪等）は、まず
　列車を止めてください。
○非常ボタンがある時は、カバーの上から強く押し　
　てください。信号機が作動し、列車に異常を知らせ
　ます。
○非常ボタンがない時は、列車に向かって大きく手を
　振るなどして危険を知らせてください。発煙筒や赤
　色の物を使用すると効果的です。
○列車が停止した後、付近の人等の協力を得て脱出し
　てください。
※脱出後は、最寄りの駅に連絡してください。
問町住民生活課 生活安全グループ ☎４２ー６６１６

■宝防災に役立つ備品を整備　　　　　　　　
くじの助成金でコミュニティ活動を支援

　今年度、吉島地区自主防災組織連合会が宝くじの助
成を受けました。これは、（財）自治総合センターが
社会貢献広報事業として行っているもので、自治会や
自主防災会などの活動に対して助成金を交付し、地域
社会の健全な発展と社会福祉の向上を図ることを目的
としています。
　吉島地区では、平常時の災害を想定した地域住民の
共助力を高めていくため、①研修用ポータブルマイク

（一式）②救助訓練用レスキューボード（２台）③避
難所運営訓練用投光器（４台）④非常持出し訓練用リ
ヤカー（２台）を整備しました。

問町総務課危機管理グループ ☎４２－６６１２

①

パソコン教室を開催します
■ 場　　所　中央公民館 ４０１号室
◆２月３日㈬　午前１０時～午後３時　

「パソコン活用術～デジカメの写真を使って文書を作成してみよう～」 
◆２月４日㈭　午前１０時～午後３時　

「タブレット活用術～道案内など便利！外出先でタブレットを使ってみよう～」
※「パソコン、タブレット、スマホ、インターネットなんでも相談コーナー」も設けます！

先 着
１０名
参加費
無 料

問町まちづくり課 
地域づくり推進室 
☎４２－６６１３

✿男子力アップ塾　午前１０時～
✿女子力アップ塾　午後　２時～
■ 日時　２月２８日㈰
■ 場所　中央公民館視聴覚室

②

③ ④

✿ビュッフェスタイルパーティー
■ 日時　３月１２日㈯　午後３時～
■ 場所　浴浴センターまどか

集え、若者！自分磨きをしてみませんか？
　町では、若者のスキルアップや参加者同士の交流を目的とした川西若者人づくり事業を実施します。
　参加を希望される方は、お気軽にお申し込みください。

※　お申込みされた方には、両日とも参加していただきます。
■ 募集対象者　町内在住か、町内で勤務・活動する概ね２５歳～３５歳の男性２０名、女性２０名
■ 参 加 料　２, ０００円（女性の方は、複数名でのお申込みで１人１，５００円）
■ 申 込 締 切　２月１２日㈮まで電話で申込　　　　 問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２ー６６１３
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申告をお願いします
「町民税・県民税」の

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２２

町・県民税の申告期限は３月１５日㊋
平成２８年度の町・県民税は、平成２７年中の所得金額等に基づいて課税されます。
適正な課税のため、申告が必要な方は必ず期限まで申告してください。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
申
告
書（
送
付
さ
れ
て
い
る
方
）

②
印
鑑

　
　

③
通
帳
（
申
告
納
税
・
還
付
申
告 

　を
す
る
方
）

④
所
得
金
額
が
確
認
で
き
る
書
類

●
営
業
や
不
動
産
収
入
（
小
作
料

含
む
）
の
あ
る
方
：
収
支
内
訳

書
（
記
載
済
の
も
の
）、
売
り

上
げ
や
仕
入
れ
の
帳
簿
類
、
必

要
経
費
の
領
収
書
な
ど

●
農
業
収
入
の
あ
る
方
：
収
支
内

訳
書
（
記
載
済
の
も
の
）、
農
業

所
得
申
告
に
係
る
各
種
明
細
書
、

新
た
に
購
入
さ
れ
た
農
機
具
等

の
領
収
書
、
収
入
と
経
費
が
明

ら
か
に
な
る
帳
簿
な
ど

●
給
与
や
公
的
年
金
収
入
の
あ
る

方
：
平
成
27
年
分
の
源
泉
徴
収

票
、
ま
た
は
給
与
明
細
書
な
ど

●
そ
の
他
雑
所
得
や
一
時
所
得
等
の

あ
る
方
：
支
払
証
明
書
や
通
帳
等

収
入
金
額
を
確
認
で
き
る
書
類

⑤
所
得
控
除
の
対
象
に
な
る
書
類
：

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
等
）・

生
命
保
険
料
（
個
人
年
金
保
険

料
も
含
む
）・
地
震
保
険
料
・

医
療
費
な
ど
各
種
控
除
に
必
要

な
書
類
や
証
明
書
、
障
害
者
手

帳
等
の
福
祉
手
帳

※
医
療
費
等
の
領
収
書
が
複
数
あ
る

場
合
は
、
必
ず
合
計
額
を
算
出

し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
送
付
対
象
者

　平
成
26
年
中
の
所
得
を
町
・
県

民
税
の
申
告
書
で
申
告
さ
れ
た
方

に
送
付
し
ま
す
。

　な
お
、
左
ペ
ー
ジ
の
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
で
確
認
し
、
申
告
が
必

要
と
思
わ
れ
る
方
の
う
ち
申
告
書

が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
町
税
務

収
納
課
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
に
申
告

書
類
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。
来
庁
が
難

し
い
場
合
は
申
告
書
を
送
付
い
た

し
ま
す
の
で
町
税
務
収
納
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　町
・
県
民
税
の
申
告
は
税
金
を

計
算
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な

り
ま
す
。

　ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税

額
や
各
種
保
険
料
、
各
種
手
当
・

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
額
な
ど
を

判
定
す
る
資
料
と
な
る
ほ
か
、
各

種
税
証
明
を
受
け
る
た
め
の
重
要

な
手
続
き
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
１
月
下
旬
に
町
・
県
民

税
申
告
書
と
一
緒
に
「
町
・
県
民

税
申
告
の
手
引
」
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
告
は
郵
送
が
便
利
で
す

　申
告
書
の
書
き
方
に
つ
い
て
相

談
す
る
必
要
が
な
い
方
、
収
入
が

な
か
っ
た
方
な
ど
は
郵
送
で
の
申

告
が
便
利
で
す
。「
申
告
の
手
引

き
」
を
参
考
に
作
成
し
、
必
要
書

類
を
添
付
し
て
町
税
務
収
納
課
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　町
報
折
り
込
み
の
日
程
表
で
指

定
の
日
時
、
会
場
を
確
認
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
期
間
中
は
申
告
に
必
要

な
書
類
を
会
場
に
持
ち
出
す
た
め
、

役
場
内
で
の
相
談
は
受
け
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　新
規
に
住
宅
借
入
金
特
別
控
除

を
受
け
る
方
、株
式
の
譲
渡
所
得・

配
当
所
得
の
あ
る
方
な
ど
は
税
務

署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
米
沢
税
務
署
☎
22
ー
６
３
２
０

※
音
声
案
内
で
２
番
を
選
択

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

　平
成
28
年
度
（
平
成
27
年
分
）

「
給
与
支
払
報
告
書
」
の
提
出
期

限
は
２
月
１
日
㈪
で
す
。

　期
限
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
相
談
は
指
定
さ
れ
た

日
時
・
会
場
で

所
得
税
の
確
定
申
告
は

税
務
署
へ

申 告 相 談 日 程
受付時間　午前 9時～ 11時、午後１時～３時

地区 相談日 会　場

大塚 2/７㈰、8㈪、9㈫、10㈬ 大塚地区交流センター
治平館

犬川 2/12㈮、15㈪、16㈫ 犬川地区交流センター
えぐべ

吉島 2/17㈬、18㈭、19㈮
22㈪、23㈫

吉島地区交流センター
きらり

中郡 2/24㈬、25㈭、26㈮
29㈪、3/1㈫

中郡地区交流センター
みずほ

玉庭 3/3㈭、4㈮ 玉庭地区交流センター
四方山館

東沢 3/7㈪ 東沢活性化センター

小松
（朴沢）

3/8㈫、9㈬、10㈭
11㈮、13㈰、14㈪、15㈫

川西町農村環境改善
センター

※各自治会の指定日につきましては町報折り込みの
　「申告相談日程表」で確認ください。
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雪
害
の
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
早
め
に
行
い
、
ハ
シ
ゴ
を
固
定
し
命
綱
を
つ
け
る
な
ど
転
落
防
止

に
努
め
、
複
数
で
作
業
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
問
町
総
務
課
☎
42
ー
６
６
１
２

除
雪
機
の
回
転
部
分
に
は
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
雪
が
詰
ま
っ
た
と
き
は
エ
ン
ジ

ン
を
確
実
に
切
り
、
回
転
部
（
オ
ー
ガ
、
ブ
ロ
ワ
）
の
停
止
を
確
認
し
て
か
ら
雪
を
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

火
災
の
消
火
活
動
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
地
域
で
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
除
雪
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、火
災
発
生
時
の
避
難
路
の
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
川
西
消
防
署
☎
42
ー
３
７
０
０

落
雪
等
に
伴
う
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ホ
ー
ス
壊
れ
に
よ
る
ガ
ス
漏
れ
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら

の
灯
油
の
流
出
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　問
川
西
消
防
署
☎
42
ー
３
７
０
０

問
住
民
生
活
課
☎
42
ー
６
６
１
８

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
世
帯
等
に
は
特
に
配
慮
し
、
お
互
い
に
助
け
合
う

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　問
町
健
康
福
祉
課
☎
42
ー
６
６
３
５

子
ど
も
に
は
、
通
園
、
通
学
時
の
転
倒
や
車
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
十
分
注
意
し
、
側
溝

な
ど
危
険
個
所
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
歩
道
に
張
り
出

し
て
い
る
屋
根
の
雪
庇
や
つ
ら
ら
は
速
や
か
に
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
教
育
総
務
課
☎
42
ー
６
６
５
９

車
を
運
転
す
る
際
は
、
万
が
一
の
場
合
の
た
め
、
脱
出
用
具(

ス
コ
ッ
プ
等
）
を
備
え
、

燃
料
は
十
分
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
で
、
近
隣
に
迷
惑
や
被
害
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　問
町
住
民
生
活
課
☎
42
ー
６
６
１
６

農
業
被
害
防
止
の
た
め
果
樹
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
除
雪
は
早
め
に
行
い
、
枝
折
れ
や

施
設
の
倒
壊
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　問
町
産
業
振
興
課
☎
42
ー
６
６
４
１

２ １３４５６７８９

平
成
27
年
度
川
西
町
地
域
一
斉
除
排
雪
等
推
進
事
業

　自力での除雪が困難な世帯などに対し、除雪ボラ
ンティアや、自治会などで集落内の排雪作業などを
行った場合に町から一定の補助金を交付します。
■ 対象団体　　※ 団体規模は問いません。
①ボランティア団体：町民が主となり、共同活動を

行う団体
②コミュニティ団体：町内の地縁による団体
　（地区協議会、大字単位の組織、単数又は複数の

自治組織等）
③その他町長が特に認める団体　　　　
■ 対象事業
対象団体が、町内一円で下記の事業を行った場合を
対象とします。但し、ボランティア除雪については、
親戚の方への除雪作業は対象となりません。
①ボランティア除雪：自力での除雪が困難な世帯な

どに対して自主的に雪下ろし作業を行った場合
②地域一斉排雪：集落内にたまった雪や、集落内で

定めた雪押し場の雪を排雪した場合
■ 事業内容及び支援対象
団体の方針による除雪や排雪作業であることが必要
です。なお、複数の団体が同一受益者を対象としな
いように注意してください。
■ 実施団体の登録
団体の代表者は、対象事業を実施する前に町に実施

団体登録申請書と会員名簿を提出してください。
■ 補助金申請
団体の代表者は、事業計画書と収支予算書を添付し
て、町に補助金の交付申請書を提出してください。
■ 実績報告
事業終了後は、速やかに事業実績書と収支精算書に
写真を添付して提出してください。
■ 補助金額
受益者又は実際に事業に参加した戸数の区分により
補助金を交付します。
なお、補助金の交付は、１箇所につき１回のみの交
付となります。

【受益者又は実参加者】 
＊２０戸以上            　　５０, ０００円
＊１０戸以上２０戸未満   ３０, ０００円
＊５戸以上１０戸未満　　２０, ０００円
＊１戸以上５戸未満　　　１０, ０００円

※実施団体の登録申請書や補助金の交付申請書と実
績報告書等は、まちづくり課及び各地区交流セ
ンターに準備しています。また、町ホームペー
ジからもダウンロードできます。

問町まちづくり課 地域づくり推進室
☎４２ー６６１３
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町・県民税 あなたは申告が必要？不要？
スタートから始めて「はい　　　」「いいえ　　　」の矢印にそって進んでください。
申告手続きは、おおよそこのとおりとなります。

スタートから始めて
「はい　　　」「いいえ　　　」
の矢印にそって進んでください。

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２２

申告書の収入なしの欄に「○」を、理由欄に「無職」など
の理由を記載して提出してください。

税務署に確定申告書を提出すれば、町・県民税の申告がな
されたものとみなされます。

ただし、平成２７年中に収入があった方は、平成２８年１
月１日現在居住の市町村へ申告してください。

●営業・農業・不動産等の所得の合計額が所得控
除の合計額を超える方

●年末調整済みの給与所得者で、給与以外の所得
が２０万円を超える方（※注２）

　所得税の納付・還付が必要な方は税務署への確
定申告が必要です。町の申告相談でも確定申告
書を税務署へ提出することができます。

●税務署へ確定申告が必要ない方でも、給与・公的年金以外に収
入がある方は、町への申告が必要です。ただし、税務署に確定申
告を提出すれば町への申告は不要です。

●給与・公的年金以外の所得が２０万円以下の場合、税務署への
確定申告は必要ありませんが、町への申告が必要です。

●公的年金収入が４００万円以下で税務署への確定申告が必要な
い方でも、公的年金以外に収入がある方、所得控除を受ける方は
町への申告が必要です。

はい

町への町・県民税申告

次のいずれかの申告が必要です
営業・農業・不動産所得等の平成２７年中の

収入について申告が必要です。

はい

いいえ

はい

⇒公的年金収入のみ
　の方：所得控除は
　受けますか？
　（医療費控除など）

町・県民税の
申告は不要です

町・県民税の
申告が必要です

（※注１）

町・県民税の
申告は不要です

該
当
す
る
と
こ
ろ
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

⇒給与収入がある方：
　年末調整はお済み
　ですか？

いいえ

いいえ

はい

はい

税務署への確定申告

いいえ

いいえ

はい

いいえ

（※注１）２か所以上から収入がある方は、税務署への確定申告が必要な場合があります。
（※注２）給与以外の所得が２０万円以下の場合でも、町への町・県民税の申告が必要です。

町・県民税の申告が必要です
 平成２７年中（１月～１２月）に収入

　はありましたか？
※障害年金・遺族年金や雇用保険（失業保険）
のみの方は「いいえ」におすすみください。

町・県民税の申告は不要です税務署へ確定申告書を提出しますか？

平成２７年中に給与または公的年金
以外の収入はありますか？

＜スタート！＞
　平成２８年１月１日現在、
 川西町に住所がありましたか？

町・県民税の申告は不要です

13　町報かわにし 平成２８年１月１５日
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●
納
付
期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
７
期
、
介
護
保
険
料

第
７
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
７
期
の
納
付
月

で
す
。
納
付
期
限
は
２
月
１
日
（
口
座
振
替
日
は
１
月

28
日
）
で
す
の
で
、
早
め
の
納
付
や
口
座
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
残
高
不

足
等
に
よ
り
口
座
振
替
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
再
度
の

振
替
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
！

　納
付
月
の
口
座
振
替
日
に
指
定
の
口
座
か
ら
自
動
振

替
で
納
付
が
で
き
ま
す
。
新
た
に
利
用
さ
れ
る
方
は
、

金
融
機
関
窓
口
に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
振
替
先
と
な
る
金
融
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
さ
れ
た
翌
月
又
は
翌
々
月
か

ら
振
替
を
開
始
し
ま
す
。

●
利
用
可
能
な
金
融
機
関
（
本
店
、
支
店
）

山
形
銀
行
・
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合
・
山
形
中

央
信
用
組
合
・
米
沢
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
督
促
状
の
送
付
に
つ
い
て

　納
付
期
限
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
納
税
義
務
者
に
対

し
、
納
付
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
町
が
納
付
を
確
認
す
る
に
は
、
金
融
機
関
な

ど
で
納
付
い
た
だ
い
て
か
ら
若
干
の
日
数
が
か
か
り
ま

す
。
納
付
書
の
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
さ
れ
る
と
、

行
き
違
い
で
督
促
状
が
発
送
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
納
付

期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
税
務
収
納
課 

収
納
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
３
４

■固平成２８年２月１日まで　　　　　　　　
定資産（償却資産）の適正な申告を

　川西町内で農業、商店、建設業などの事業を行い、
償却資産を所有している個人および法人の皆様には、
資産を申告するように法律で義務付けられていますの
で、申告をお願いいたします。その際、農耕用車両の
ナンバーを取得された方につきましては同封の明細書
を訂正の上、申告書を提出いただきますよう重ねてお
願いいたします。また、資産の増減が無かった方、廃
業された方につきましても申告書の提出をよろしくお
願いします。
問町税務収納課 町税グループ　☎４２－６６２４

か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
完
成
！

　町
の
６
次
産
業
化
拠
点
施
設
と

し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
「
か
わ

に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
」
の
建
物
が

完
成
し
ま
し
た
。

　平
成
27
年
６
月
か
ら
工
事
を
進

め
、
12
月
に
完
成
し
、
引
き
渡
し

を
受
け
ま
し
た
。

　建
物
は
、
鉄
骨
造
り
平
屋

５
１
９
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、「
森

の
中
に
あ
る
か
わ
い
い
直
売
所
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
南
欧
風
の
建

物
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　今
後
、
販
売
用
の
什
器
や
レ
ジ

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
順
次
導
入
し
、

今
春
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　店
舗
内
で
は
、
農
産
物
や
加
工

品
、
特
産
品
の
販
売
を
行
う
予
定

で
す
が
、
地
酒
や
肉
、
魚
介
類
、

乳
類
な
ど
も
取
り
扱
う
予
定
で
す
。

出
荷
申
込
み
受
け
付
け
中

　現
在
、
か
わ
に
し
森
の
マ
ル

シ
ェ
で
は
、
販
売
品
の
出
荷
申
込

み
を
受
け
付
け
中
で
す
。

　農
産
物
や
加
工
品
に
限
ら
ず
、

町
内
の
特
産
品
や
手
芸
品
な
ど
も

申
し
込
み
可
能
で
す
。

　仮
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方

で
も
出
荷
申
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
　１
月
29
日
㈮

申
込
・
問

　町
産
業
振
興
課
内

　

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　☎
42
ー
６
６
６
４

　Ｆ
Ａ
Ｘ
：
42
ー
２
６
０
０

▲完成した「かわにし森のマルシェ」
　施設の詳しい情報やスケジュールは、後ほど紹介します。

Ｊアラート送信トラブルについて（お詫び）
　１１月２５日にＪアラート全国一斉情報伝達訓練が
実施され、翌２６日の山形新聞に、本町でのトラブル
発生状況の記事が掲載されました。
　記事では、登録制メールが正常に作動しなかったと
掲載されましたが、これは、町独自訓練として予定し
た職員向け登録制メール送信ができなかったものです。
　その原因は、動作設定ミスであり、その後正常な設
定を行いました。実際の災害時には正常に伝達されま
す。ご心配をおかけして申し訳ございませんでした。
問総務課危機管理グループ　☎４２－６６１２
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年金受給者のための確定申告書作成指導会
　確定申告書を自分で作成し、提出するため、公的
年金受給者（年金以外の所得のある方を除く）を対
象に申告書作成相談会を行います。
　この機会に申告書を作成・提出しましょう。
■ 日　時　１月２９日（金）午前９時～正午
■ 場　所　町役場　第３会議室　
　（庁舎東側１階入り口からお入りください。）
※今年度から場所が変わりました。
　ご注意ください！
■ 持ち物　
　 確定申告書　印鑑　筆記用具　計算機　
　 所得金額のわかる書類（年金の源泉徴収票等）
　 所得控除のわかる書類（生命保険料控除、社会
　 保険料控除、医療費等領収書等）
問町税務収納課 町税グループ☎４２－６６２２

平成２８年度から適用される税制改正
改正その１　住民税における住宅ローン控除の延長
　控除の対象となる居住年の適用期限が、平成２９
年１２月まで⇒平成３１年６月まで延長されました。
改正その２　ふるさと納税の町・県民税控除が拡充
★特例控除額の上限が１割⇒２割に
　平成２８年度以降の町・県民税から、「ふるさと
納税」の特例控除額の上限が１割⇒２割に引き上げ
られます。
★ワンストップ特例制度で手続が簡単に
　確定申告が不要な方がふるさと納税を行った場合、
確定申告をしなくても寄附金控除を受けられます。
※平成２７年４月１日以降の寄付金から該当し、５
　つ以内の自治体に寄付する場合、各自治体に特例
　の適用に関する申請書を提出する必要があります。
問町税務収納課 町税グループ☎４２－６６２２

～米沢税務署からのお知らせ～
●申告書作成会場の開設
■ 日　時　２月１６日㈫～３月１５日㈫  午前９時～午後４時　※土日祝日除く
■ 会　場　フジワビル（旧称：米織会館）３Ｆ大会議室（米沢市門東町１－１－５）
※申告書作成会場の開設期間中は、税務署内での申告書の作成指導及び相談は行っておりません。
※駐車台数に限りがありますので、公共交通機関などをご利用ください。
★確定申告書は『国税庁ホームページ「確定申告書作成コーナー」』で作成することができますので、こちら
　もご利用ください。確定申告は自宅でできる e-Tax で、お早めに！

●住宅借入金等特別控除の確定申告書作成指導会
　平成２７年中に住宅ローン等によりマイホームを新築・購入又は増改築等をした方は、一定の要件に当てはまる場
合に所得税の税額控除 (住宅借入金等特別控除 )を受けることができます。米沢税務署では、下記のとおり住宅借入金
等特別控除を受けようとする方を対象とした「確定申告書作成指導会」を開催します。
■ 日　時　２月１２日㈮、１５日㈪　午前９時～午後４時
■ 会　場　フジワビル（旧称：米織会館）３Ｆ大会議室
■ 確定申告に必要な書類
　（１）共通する書類
　①所得のわかる書類：ア　源泉徴収票（給与及び年金所得者）　
　　イ　青色申告決算書又は収支内訳書（事業所得者等）　ウ　上記以外の方は、所得金額がわかる書類
　②所得控除のわかる書類：社会保険料控除、生命保険料控除、医療費控除等がわかる書類
　　（給与所得者の方で年末調整の際に勤務先に提出した書類は必要ありません。）
　（２）住宅を新築・購入した方
　①住民票の写し　②家屋及び土地の登記事項証明書（登記簿謄 ( 抄 ) 本）
　③家屋及び土地の工事請負契約書 ( 写 ) 又は売買契約書 ( 写 )
　※家屋のみ取得した場合は、上記②③のうち土地の分の書類は不要です。
　④住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書　
　⑤各種補助金又は給付金の交付を受けている場合は、その金額を明らかにする書類 ( 写 )
　（３）住宅の増改築等をした方
　（１）（２）のほか、建築確認済証 ( 写 )、検査済証 ( 写 ) 又は建築士等から交付を受けた増改築等工事証明書
　※認定長期優良住宅の新築、バリアフリー工事及び省エネ改修工事等を行った場合の必要な書類等及びご不明な
　　点については下記にお問い合わせください。
問米沢税務署 個人課税第一部門 ☎２２－６３２０※音声案内２番を選択ください。
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まちからのお知らせ
town information

●
納
付
期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
７
期
、
介
護
保
険
料

第
７
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
７
期
の
納
付
月

で
す
。
納
付
期
限
は
２
月
１
日
（
口
座
振
替
日
は
１
月

28
日
）
で
す
の
で
、
早
め
の
納
付
や
口
座
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
残
高
不

足
等
に
よ
り
口
座
振
替
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
再
度
の

振
替
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
！

　納
付
月
の
口
座
振
替
日
に
指
定
の
口
座
か
ら
自
動
振

替
で
納
付
が
で
き
ま
す
。
新
た
に
利
用
さ
れ
る
方
は
、

金
融
機
関
窓
口
に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
振
替
先
と
な
る
金
融
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
さ
れ
た
翌
月
又
は
翌
々
月
か

ら
振
替
を
開
始
し
ま
す
。

●
利
用
可
能
な
金
融
機
関
（
本
店
、
支
店
）

山
形
銀
行
・
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合
・
山
形
中

央
信
用
組
合
・
米
沢
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
督
促
状
の
送
付
に
つ
い
て

　納
付
期
限
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
納
税
義
務
者
に
対

し
、
納
付
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
町
が
納
付
を
確
認
す
る
に
は
、
金
融
機
関
な

ど
で
納
付
い
た
だ
い
て
か
ら
若
干
の
日
数
が
か
か
り
ま

す
。
納
付
書
の
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
さ
れ
る
と
、

行
き
違
い
で
督
促
状
が
発
送
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
納
付

期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
税
務
収
納
課 

収
納
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
３
４

■固平成２８年２月１日まで　　　　　　　　
定資産（償却資産）の適正な申告を

　川西町内で農業、商店、建設業などの事業を行い、
償却資産を所有している個人および法人の皆様には、
資産を申告するように法律で義務付けられていますの
で、申告をお願いいたします。その際、農耕用車両の
ナンバーを取得された方につきましては同封の明細書
を訂正の上、申告書を提出いただきますよう重ねてお
願いいたします。また、資産の増減が無かった方、廃
業された方につきましても申告書の提出をよろしくお
願いします。
問町税務収納課 町税グループ　☎４２－６６２４

か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
完
成
！

　町
の
６
次
産
業
化
拠
点
施
設
と

し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
「
か
わ

に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
」
の
建
物
が

完
成
し
ま
し
た
。

　平
成
27
年
６
月
か
ら
工
事
を
進

め
、
12
月
に
完
成
し
、
引
き
渡
し

を
受
け
ま
し
た
。

　建
物
は
、
鉄
骨
造
り
平
屋

５
１
９
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、「
森

の
中
に
あ
る
か
わ
い
い
直
売
所
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
南
欧
風
の
建

物
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　今
後
、
販
売
用
の
什
器
や
レ
ジ

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
順
次
導
入
し
、

今
春
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　店
舗
内
で
は
、
農
産
物
や
加
工

品
、
特
産
品
の
販
売
を
行
う
予
定

で
す
が
、
地
酒
や
肉
、
魚
介
類
、

乳
類
な
ど
も
取
り
扱
う
予
定
で
す
。

出
荷
申
込
み
受
け
付
け
中

　現
在
、
か
わ
に
し
森
の
マ
ル

シ
ェ
で
は
、
販
売
品
の
出
荷
申
込

み
を
受
け
付
け
中
で
す
。

　農
産
物
や
加
工
品
に
限
ら
ず
、

町
内
の
特
産
品
や
手
芸
品
な
ど
も

申
し
込
み
可
能
で
す
。

　仮
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方

で
も
出
荷
申
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
　１
月
29
日
㈮

申
込
・
問

　町
産
業
振
興
課
内

　

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　☎
42
ー
６
６
６
４

　Ｆ
Ａ
Ｘ
：
42
ー
２
６
０
０

▲完成した「かわにし森のマルシェ」
　施設の詳しい情報やスケジュールは、後ほど紹介します。

Ｊアラート送信トラブルについて（お詫び）
　１１月２５日にＪアラート全国一斉情報伝達訓練が
実施され、翌２６日の山形新聞に、本町でのトラブル
発生状況の記事が掲載されました。
　記事では、登録制メールが正常に作動しなかったと
掲載されましたが、これは、町独自訓練として予定し
た職員向け登録制メール送信ができなかったものです。
　その原因は、動作設定ミスであり、その後正常な設
定を行いました。実際の災害時には正常に伝達されま
す。ご心配をおかけして申し訳ございませんでした。
問総務課危機管理グループ　☎４２－６６１２
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まちからのお知らせ
town information

年金受給者のための確定申告書作成指導会
　確定申告書を自分で作成し、提出するため、公的
年金受給者（年金以外の所得のある方を除く）を対
象に申告書作成相談会を行います。
　この機会に申告書を作成・提出しましょう。
■ 日　時　１月２９日（金）午前９時～正午
■ 場　所　町役場　第３会議室　
　（庁舎東側１階入り口からお入りください。）
※今年度から場所が変わりました。
　ご注意ください！
■ 持ち物　
　 確定申告書　印鑑　筆記用具　計算機　
　 所得金額のわかる書類（年金の源泉徴収票等）
　 所得控除のわかる書類（生命保険料控除、社会
　 保険料控除、医療費等領収書等）
問町税務収納課 町税グループ☎４２－６６２２

平成２８年度から適用される税制改正
改正その１　住民税における住宅ローン控除の延長
　控除の対象となる居住年の適用期限が、平成２９
年１２月まで⇒平成３１年６月まで延長されました。
改正その２　ふるさと納税の町・県民税控除が拡充
★特例控除額の上限が１割⇒２割に
　平成２８年度以降の町・県民税から、「ふるさと
納税」の特例控除額の上限が１割⇒２割に引き上げ
られます。
★ワンストップ特例制度で手続が簡単に
　確定申告が不要な方がふるさと納税を行った場合、
確定申告をしなくても寄附金控除を受けられます。
※平成２７年４月１日以降の寄付金から該当し、５
　つ以内の自治体に寄付する場合、各自治体に特例
　の適用に関する申請書を提出する必要があります。
問町税務収納課 町税グループ☎４２－６６２２

～米沢税務署からのお知らせ～
●申告書作成会場の開設
■ 日　時　２月１６日㈫～３月１５日㈫  午前９時～午後４時　※土日祝日除く
■ 会　場　フジワビル（旧称：米織会館）３Ｆ大会議室（米沢市門東町１－１－５）
※申告書作成会場の開設期間中は、税務署内での申告書の作成指導及び相談は行っておりません。
※駐車台数に限りがありますので、公共交通機関などをご利用ください。
★確定申告書は『国税庁ホームページ「確定申告書作成コーナー」』で作成することができますので、こちら
　もご利用ください。確定申告は自宅でできる e-Tax で、お早めに！

●住宅借入金等特別控除の確定申告書作成指導会
　平成２７年中に住宅ローン等によりマイホームを新築・購入又は増改築等をした方は、一定の要件に当てはまる場
合に所得税の税額控除 (住宅借入金等特別控除 )を受けることができます。米沢税務署では、下記のとおり住宅借入金
等特別控除を受けようとする方を対象とした「確定申告書作成指導会」を開催します。
■ 日　時　２月１２日㈮、１５日㈪　午前９時～午後４時
■ 会　場　フジワビル（旧称：米織会館）３Ｆ大会議室
■ 確定申告に必要な書類
　（１）共通する書類
　①所得のわかる書類：ア　源泉徴収票（給与及び年金所得者）　
　　イ　青色申告決算書又は収支内訳書（事業所得者等）　ウ　上記以外の方は、所得金額がわかる書類
　②所得控除のわかる書類：社会保険料控除、生命保険料控除、医療費控除等がわかる書類
　　（給与所得者の方で年末調整の際に勤務先に提出した書類は必要ありません。）
　（２）住宅を新築・購入した方
　①住民票の写し　②家屋及び土地の登記事項証明書（登記簿謄 ( 抄 ) 本）
　③家屋及び土地の工事請負契約書 ( 写 ) 又は売買契約書 ( 写 )
　※家屋のみ取得した場合は、上記②③のうち土地の分の書類は不要です。
　④住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書　
　⑤各種補助金又は給付金の交付を受けている場合は、その金額を明らかにする書類 ( 写 )
　（３）住宅の増改築等をした方
　（１）（２）のほか、建築確認済証 ( 写 )、検査済証 ( 写 ) 又は建築士等から交付を受けた増改築等工事証明書
　※認定長期優良住宅の新築、バリアフリー工事及び省エネ改修工事等を行った場合の必要な書類等及びご不明な
　　点については下記にお問い合わせください。
問米沢税務署 個人課税第一部門 ☎２２－６３２０※音声案内２番を選択ください。
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まちからのお知らせ
town information

■踏焦らず、安全運転で　　　　　　　　　
切事故の防止について

１　踏切の手前では、必ず一旦停止し、安全を確認し
　てから渡ってください。
　　特に、冬季間は路面凍結によるスリップに備え、
　踏切手前では充分に減速しましょう。
　　また、積雪等により踏切が確認しにくい場合があ
　ります。誤って線路に進入しないよう、はっきり確
　認してから通行してください。
２　警報機が鳴ったら、踏切内への無理な進入はやめ
　てください。
３　踏切の中に閉じ込められた場合は、そのままゆっ
　くり車を前進させてください。
　　（遮断棒は、車で押せば前方に跳ね上がります。）
４　踏切内で動けなくなった場合（脱輪等）は、まず
　列車を止めてください。
○非常ボタンがある時は、カバーの上から強く押し　
　てください。信号機が作動し、列車に異常を知らせ
　ます。
○非常ボタンがない時は、列車に向かって大きく手を
　振るなどして危険を知らせてください。発煙筒や赤
　色の物を使用すると効果的です。
○列車が停止した後、付近の人等の協力を得て脱出し
　てください。
※脱出後は、最寄りの駅に連絡してください。
問町住民生活課 生活安全グループ ☎４２ー６６１６

■宝防災に役立つ備品を整備　　　　　　　　
くじの助成金でコミュニティ活動を支援

　今年度、吉島地区自主防災組織連合会が宝くじの助
成を受けました。これは、（財）自治総合センターが
社会貢献広報事業として行っているもので、自治会や
自主防災会などの活動に対して助成金を交付し、地域
社会の健全な発展と社会福祉の向上を図ることを目的
としています。
　吉島地区では、平常時の災害を想定した地域住民の
共助力を高めていくため、①研修用ポータブルマイク

（一式）②救助訓練用レスキューボード（２台）③避
難所運営訓練用投光器（４台）④非常持出し訓練用リ
ヤカー（２台）を整備しました。

問町総務課危機管理グループ ☎４２－６６１２

①

パソコン教室を開催します
■ 場　　所　中央公民館 ４０１号室
◆２月３日㈬　午前１０時～午後３時　

「パソコン活用術～デジカメの写真を使って文書を作成してみよう～」 
◆２月４日㈭　午前１０時～午後３時　

「タブレット活用術～道案内など便利！外出先でタブレットを使ってみよう～」
※「パソコン、タブレット、スマホ、インターネットなんでも相談コーナー」も設けます！

先 着
１０名
参加費
無 料

問町まちづくり課 
地域づくり推進室 
☎４２－６６１３

✿男子力アップ塾　午前１０時～
✿女子力アップ塾　午後　２時～
■ 日時　２月２８日㈰
■ 場所　中央公民館視聴覚室

②

③ ④

✿ビュッフェスタイルパーティー
■ 日時　３月１２日㈯　午後３時～
■ 場所　浴浴センターまどか

集え、若者！自分磨きをしてみませんか？
　町では、若者のスキルアップや参加者同士の交流を目的とした川西若者人づくり事業を実施します。
　参加を希望される方は、お気軽にお申し込みください。

※　お申込みされた方には、両日とも参加していただきます。
■ 募集対象者　町内在住か、町内で勤務・活動する概ね２５歳～３５歳の男性２０名、女性２０名
■ 参 加 料　２, ０００円（女性の方は、複数名でのお申込みで１人１，５００円）
■ 申 込 締 切　２月１２日㈮まで電話で申込　　　　 問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２ー６６１３

17　町報かわにし 平成２８年１月１５日

申告をお願いします
「町民税・県民税」の

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２２

町・県民税の申告期限は３月１５日㊋
平成２８年度の町・県民税は、平成２７年中の所得金額等に基づいて課税されます。
適正な課税のため、申告が必要な方は必ず期限まで申告してください。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
申
告
書（
送
付
さ
れ
て
い
る
方
）

②
印
鑑

　
　

③
通
帳
（
申
告
納
税
・
還
付
申
告 

　を
す
る
方
）

④
所
得
金
額
が
確
認
で
き
る
書
類

●
営
業
や
不
動
産
収
入
（
小
作
料

含
む
）
の
あ
る
方
：
収
支
内
訳

書
（
記
載
済
の
も
の
）、
売
り

上
げ
や
仕
入
れ
の
帳
簿
類
、
必

要
経
費
の
領
収
書
な
ど

●
農
業
収
入
の
あ
る
方
：
収
支
内

訳
書
（
記
載
済
の
も
の
）、
農
業

所
得
申
告
に
係
る
各
種
明
細
書
、

新
た
に
購
入
さ
れ
た
農
機
具
等

の
領
収
書
、
収
入
と
経
費
が
明

ら
か
に
な
る
帳
簿
な
ど

●
給
与
や
公
的
年
金
収
入
の
あ
る

方
：
平
成
27
年
分
の
源
泉
徴
収

票
、
ま
た
は
給
与
明
細
書
な
ど

●
そ
の
他
雑
所
得
や
一
時
所
得
等
の

あ
る
方
：
支
払
証
明
書
や
通
帳
等

収
入
金
額
を
確
認
で
き
る
書
類

⑤
所
得
控
除
の
対
象
に
な
る
書
類
：

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
等
）・

生
命
保
険
料
（
個
人
年
金
保
険

料
も
含
む
）・
地
震
保
険
料
・

医
療
費
な
ど
各
種
控
除
に
必
要

な
書
類
や
証
明
書
、
障
害
者
手

帳
等
の
福
祉
手
帳

※
医
療
費
等
の
領
収
書
が
複
数
あ
る

場
合
は
、
必
ず
合
計
額
を
算
出

し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
送
付
対
象
者

　平
成
26
年
中
の
所
得
を
町
・
県

民
税
の
申
告
書
で
申
告
さ
れ
た
方

に
送
付
し
ま
す
。

　な
お
、
左
ペ
ー
ジ
の
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
で
確
認
し
、
申
告
が
必

要
と
思
わ
れ
る
方
の
う
ち
申
告
書

が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
町
税
務

収
納
課
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
に
申
告

書
類
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。
来
庁
が
難

し
い
場
合
は
申
告
書
を
送
付
い
た

し
ま
す
の
で
町
税
務
収
納
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　町
・
県
民
税
の
申
告
は
税
金
を

計
算
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な

り
ま
す
。

　ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税

額
や
各
種
保
険
料
、
各
種
手
当
・

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
額
な
ど
を

判
定
す
る
資
料
と
な
る
ほ
か
、
各

種
税
証
明
を
受
け
る
た
め
の
重
要

な
手
続
き
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
１
月
下
旬
に
町
・
県
民

税
申
告
書
と
一
緒
に
「
町
・
県
民

税
申
告
の
手
引
」
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
告
は
郵
送
が
便
利
で
す

　申
告
書
の
書
き
方
に
つ
い
て
相

談
す
る
必
要
が
な
い
方
、
収
入
が

な
か
っ
た
方
な
ど
は
郵
送
で
の
申

告
が
便
利
で
す
。「
申
告
の
手
引

き
」
を
参
考
に
作
成
し
、
必
要
書

類
を
添
付
し
て
町
税
務
収
納
課
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　町
報
折
り
込
み
の
日
程
表
で
指

定
の
日
時
、
会
場
を
確
認
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
期
間
中
は
申
告
に
必
要

な
書
類
を
会
場
に
持
ち
出
す
た
め
、

役
場
内
で
の
相
談
は
受
け
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　新
規
に
住
宅
借
入
金
特
別
控
除

を
受
け
る
方
、株
式
の
譲
渡
所
得・

配
当
所
得
の
あ
る
方
な
ど
は
税
務

署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
米
沢
税
務
署
☎
22
ー
６
３
２
０

※
音
声
案
内
で
２
番
を
選
択

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

　平
成
28
年
度
（
平
成
27
年
分
）

「
給
与
支
払
報
告
書
」
の
提
出
期

限
は
２
月
１
日
㈪
で
す
。

　期
限
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
相
談
は
指
定
さ
れ
た

日
時
・
会
場
で

所
得
税
の
確
定
申
告
は

税
務
署
へ

申 告 相 談 日 程
受付時間　午前 9時～ 11時、午後１時～３時

地区 相談日 会　場

大塚 2/７㈰、8㈪、9㈫、10㈬ 大塚地区交流センター
治平館

犬川 2/12㈮、15㈪、16㈫ 犬川地区交流センター
えぐべ

吉島 2/17㈬、18㈭、19㈮
22㈪、23㈫

吉島地区交流センター
きらり

中郡 2/24㈬、25㈭、26㈮
29㈪、3/1㈫

中郡地区交流センター
みずほ

玉庭 3/3㈭、4㈮ 玉庭地区交流センター
四方山館

東沢 3/7㈪ 東沢活性化センター

小松
（朴沢）

3/8㈫、9㈬、10㈭
11㈮、13㈰、14㈪、15㈫

川西町農村環境改善
センター

※各自治会の指定日につきましては町報折り込みの
　「申告相談日程表」で確認ください。

町報かわにし　12平成２８年１月１５日

まちからのお知らせ
town information

雪
害
の
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
早
め
に
行
い
、
ハ
シ
ゴ
を
固
定
し
命
綱
を
つ
け
る
な
ど
転
落
防
止

に
努
め
、
複
数
で
作
業
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
問
町
総
務
課
☎
42
ー
６
６
１
２

除
雪
機
の
回
転
部
分
に
は
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
雪
が
詰
ま
っ
た
と
き
は
エ
ン
ジ

ン
を
確
実
に
切
り
、
回
転
部
（
オ
ー
ガ
、
ブ
ロ
ワ
）
の
停
止
を
確
認
し
て
か
ら
雪
を
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

火
災
の
消
火
活
動
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
地
域
で
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
除
雪
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、火
災
発
生
時
の
避
難
路
の
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
川
西
消
防
署
☎
42
ー
３
７
０
０

落
雪
等
に
伴
う
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ホ
ー
ス
壊
れ
に
よ
る
ガ
ス
漏
れ
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら

の
灯
油
の
流
出
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　問
川
西
消
防
署
☎
42
ー
３
７
０
０

問
住
民
生
活
課
☎
42
ー
６
６
１
８

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
世
帯
等
に
は
特
に
配
慮
し
、
お
互
い
に
助
け
合
う

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　問
町
健
康
福
祉
課
☎
42
ー
６
６
３
５

子
ど
も
に
は
、
通
園
、
通
学
時
の
転
倒
や
車
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
十
分
注
意
し
、
側
溝

な
ど
危
険
個
所
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
歩
道
に
張
り
出

し
て
い
る
屋
根
の
雪
庇
や
つ
ら
ら
は
速
や
か
に
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
教
育
総
務
課
☎
42
ー
６
６
５
９

車
を
運
転
す
る
際
は
、
万
が
一
の
場
合
の
た
め
、
脱
出
用
具(

ス
コ
ッ
プ
等
）
を
備
え
、

燃
料
は
十
分
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
で
、
近
隣
に
迷
惑
や
被
害
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　問
町
住
民
生
活
課
☎
42
ー
６
６
１
６

農
業
被
害
防
止
の
た
め
果
樹
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
除
雪
は
早
め
に
行
い
、
枝
折
れ
や

施
設
の
倒
壊
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　問
町
産
業
振
興
課
☎
42
ー
６
６
４
１

２ １３４５６７８９

平
成
27
年
度
川
西
町
地
域
一
斉
除
排
雪
等
推
進
事
業

　自力での除雪が困難な世帯などに対し、除雪ボラ
ンティアや、自治会などで集落内の排雪作業などを
行った場合に町から一定の補助金を交付します。
■ 対象団体　　※ 団体規模は問いません。
①ボランティア団体：町民が主となり、共同活動を

行う団体
②コミュニティ団体：町内の地縁による団体
　（地区協議会、大字単位の組織、単数又は複数の

自治組織等）
③その他町長が特に認める団体　　　　
■ 対象事業
対象団体が、町内一円で下記の事業を行った場合を
対象とします。但し、ボランティア除雪については、
親戚の方への除雪作業は対象となりません。
①ボランティア除雪：自力での除雪が困難な世帯な

どに対して自主的に雪下ろし作業を行った場合
②地域一斉排雪：集落内にたまった雪や、集落内で

定めた雪押し場の雪を排雪した場合
■ 事業内容及び支援対象
団体の方針による除雪や排雪作業であることが必要
です。なお、複数の団体が同一受益者を対象としな
いように注意してください。
■ 実施団体の登録
団体の代表者は、対象事業を実施する前に町に実施

団体登録申請書と会員名簿を提出してください。
■ 補助金申請
団体の代表者は、事業計画書と収支予算書を添付し
て、町に補助金の交付申請書を提出してください。
■ 実績報告
事業終了後は、速やかに事業実績書と収支精算書に
写真を添付して提出してください。
■ 補助金額
受益者又は実際に事業に参加した戸数の区分により
補助金を交付します。
なお、補助金の交付は、１箇所につき１回のみの交
付となります。

【受益者又は実参加者】 
＊２０戸以上            　　５０, ０００円
＊１０戸以上２０戸未満   ３０, ０００円
＊５戸以上１０戸未満　　２０, ０００円
＊１戸以上５戸未満　　　１０, ０００円

※実施団体の登録申請書や補助金の交付申請書と実
績報告書等は、まちづくり課及び各地区交流セ
ンターに準備しています。また、町ホームペー
ジからもダウンロードできます。

問町まちづくり課 地域づくり推進室
☎４２ー６６１３

町報かわにし　16平成２８年１月１５日

町・県民税 あなたは申告が必要？不要？
スタートから始めて「はい　　　」「いいえ　　　」の矢印にそって進んでください。
申告手続きは、おおよそこのとおりとなります。

スタートから始めて
「はい　　　」「いいえ　　　」
の矢印にそって進んでください。

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２２

申告書の収入なしの欄に「○」を、理由欄に「無職」など
の理由を記載して提出してください。

税務署に確定申告書を提出すれば、町・県民税の申告がな
されたものとみなされます。

ただし、平成２７年中に収入があった方は、平成２８年１
月１日現在居住の市町村へ申告してください。

●営業・農業・不動産等の所得の合計額が所得控
除の合計額を超える方

●年末調整済みの給与所得者で、給与以外の所得
が２０万円を超える方（※注２）

　所得税の納付・還付が必要な方は税務署への確
定申告が必要です。町の申告相談でも確定申告
書を税務署へ提出することができます。

●税務署へ確定申告が必要ない方でも、給与・公的年金以外に収
入がある方は、町への申告が必要です。ただし、税務署に確定申
告を提出すれば町への申告は不要です。

●給与・公的年金以外の所得が２０万円以下の場合、税務署への
確定申告は必要ありませんが、町への申告が必要です。

●公的年金収入が４００万円以下で税務署への確定申告が必要な
い方でも、公的年金以外に収入がある方、所得控除を受ける方は
町への申告が必要です。

はい

町への町・県民税申告

次のいずれかの申告が必要です
営業・農業・不動産所得等の平成２７年中の

収入について申告が必要です。

はい

いいえ

はい

⇒公的年金収入のみ
　の方：所得控除は
　受けますか？
　（医療費控除など）

町・県民税の
申告は不要です

町・県民税の
申告が必要です

（※注１）

町・県民税の
申告は不要です

該
当
す
る
と
こ
ろ
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

⇒給与収入がある方：
　年末調整はお済み
　ですか？

いいえ

いいえ

はい

はい

税務署への確定申告

いいえ

いいえ

はい

いいえ

（※注１）２か所以上から収入がある方は、税務署への確定申告が必要な場合があります。
（※注２）給与以外の所得が２０万円以下の場合でも、町への町・県民税の申告が必要です。

町・県民税の申告が必要です
 平成２７年中（１月～１２月）に収入

　はありましたか？
※障害年金・遺族年金や雇用保険（失業保険）
のみの方は「いいえ」におすすみください。

町・県民税の申告は不要です税務署へ確定申告書を提出しますか？

平成２７年中に給与または公的年金
以外の収入はありますか？

＜スタート！＞
　平成２８年１月１日現在、
 川西町に住所がありましたか？

町・県民税の申告は不要です

13　町報かわにし 平成２８年１月１５日



～健康かわにし２１計画（第２次）推進中～

　元気を支える地域づくり　～地域活動に参加し、交流しよう～

いきいき
元気！

～Ｎｏ９～

☆地域活動に参加してる？

　地域活動への参加率をみると、男性 40.3％、女性は 24.5％となっています。年代別では、特に女性は年齢
が高くなるほど参加している人の割合は高くなっています。

　近年、人と人とのふれあいの減少などから人々のつながりが薄れてきたと言われています。
　人々のつながり結びつきが強まると、健康だと感じる人が増え、子育ての負担感や高齢者の孤立感が軽減する
など良い結果が得られるといわれています。町民一人ひとりが主体的に社会参加しながら地域のつながりを深め、
相互に支え合う地域づくりを推進していくことが大切です。

☆わたしたちができる地域参加

・あいさつや声掛け等により交流しよう
・自治会、老人クラブ、PTA、育児サークル、ボランティア団体、趣味のサークルな  
　どに参加しよう
・地域の行事に関心を持ち、世代を超えて交流に努めよう
・地域ぐるみの見守り・支え合いを心がけよう
・健康づくりの活動や事業に誘い合って進んで参加しよう
・健康づくりに取り組むボランティア団体の活動へ参加しよう

　町で行っているボランティア活動の実例
★食生活改善推進協議会
　（栄養の正しい知識とより良い食習慣づくりの普及に取り組むボランティア団体）
★健康運動サポーター
　（今年度から養成を開始した健康づくりの運動を普及するボランティア）
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲健康運動サポーター養成講座の状況

■農都会の子どもたちとの交流を　　　　　
村体験の受入れ先募集！

　町では、農村での暮らしを通じ、子どもたちの成長
につなげるきっかけ作りや地域の活性化を目的として、
農村資源を活用した都市部小・中学生の農村体験受入
れを実施しています。
　受入れ方法は民泊＋農作業体験、民泊のみ、農作業
体験のみでも可能となっており、受入れした内容に合
わせて規定の体験指導料が支払われます。

　平成２８年度は、千葉県、宮城県から中学校２校の
受入れ（両校４０名程）が決まっておりますので、受
入れに興味のある方は、ぜひご連絡ください。
■ 受入れする中学校
①千葉県八千代市立大和田中学校
②宮城県仙台市立東仙台中学校　
　なお、受入れの様子を収めたＤＶＤ等も配布可能で
すので、興味のある方はご連絡ください。
問やまがた里の暮らし推進機構 ☎５４- ３００６
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⑷ 特別職の給与・議員の報酬の状況（各年１２月１日現在）

区分
給料月額等 平成 26年度期末手当 平成 25年度期末手当

平成２６年度 平成25年度 条例 ６月期 １２月期 計 ６月期 １２月期 計 条例上
の規定

給料
町　長 840,000 円 840,000 円 840,000 円

1.40
月分

1.70
月分

3.10
月分

1.40
月分

1.55
月分

2.95
月分

2.95
月分副町長 670,000 円 670,000 円 670,000 円

教育長 585,000 円 585,000 円 585,000 円

報酬
議　長 330,000 円 330,000 円 330,000 円

1.40
月分

1.70
月分

3.10
月分

1.40
月分

1.55
月分

2.95
月分

2.95
月分副議長 270,000 円 270,000 円 270,000 円

議　員 255,000 円 255,000 円 255,000 円

⑸ 職員の主な手当の状況
①　期末・勤勉手当

区分
平成 26年度 平成 25年度

６月期 １２月期 合　計 ６月期 １２月期 合　計

川西町
期　末 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分
勤　勉 0.675 月分 0.825 月分 1.50 月分 0.675 月分 0.675 月分 1.35 月分

国
期　末 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分
勤　勉 0.675 月分 0.825 月分 1.50 月分 0.675 月分 0.675 月分 1.35 月分

②　退職手当

区分
支給率 その他の

加算措置
一人当たりの
平均支給額勤続 20年 勤続 25年 勤続 30年 最高限度額

平成 26年度 自己都合 21.62 月分 30.82 月分 38.18 月分 52.44 月分 有 2,305 万円勧奨・定年 27.025 月分 36.57 月分 44.85 月分 52.44 月分

平成 25年度 自己都合 23.50 月分 33.50 月分 41.50 月分 59.28 月分 有 2,486 万円勧奨・定年 30.55 月分 41.34 月分 50.70 月分 59.28 月分
注　一人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職員分の平均額です。

③　時間外勤務手当（一般会計実績）
区分 平成２6年度 平成２5年度
総支給額 3,9033 万円 3,3626 万円

一人当たりの
平均支給年額 201千円 174千円

④　ラスパイレス指数
平成２3年度 平成２4年度 平成２5年度 平成２6年度
97.2 106.0(98.0) 106.9(98.7) 100.2

注　支給額には、選挙事務に関する
時間外勤務手当は含みません。

注 1 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の
地方公務員の給与水準を示す指数です。

　２ ( ) 内の数字は、給与改定特例法の措置がなかった場合の参考値です。

問合せ先
　町総務課 行政管理グループ
　☎４２－６６１０

⑶ 職員の平均給料月額および平均年齢
区分 平成２６年度 平成２５年度

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 320,800 円 41歳 4月 324,900 円 41歳 4月
技能労務職 348,300 円 45歳 9月 343,100 円 44歳 9月

注　本表の数値は、一般
会計に計上された各
職種の平均です。

※なお、平成２５年度分の掲載漏れがあ
りましたので、お詫びして本ページに 2
年分を掲載しました。ご了承ください。

並んだ文字の中に世界の国の名前が隠れています。
縦・横・斜めに文字をなぞって言葉を見つけてく
ださい。国名にならなかった文字を組み合わせて
お答えください。
★ヒント：縦…８　横…４　斜め…９　
　全部で２１か国が隠れています。

今年いよいよオープン！！
うきうきするっきー！

  問 題 リトアニアチアロク
ンヒンルマメシダウ
ヤリテガゼアリナエ
ジアノンリンアカー
イビアマシエチシト
バンソニルユドンス
ルロコスドリタンペ
ゼコルイチケモイイ
アリトスーオマーン

■ 応募方法：ハガキにパズルの答え・住所・氏名・年齢・電話番号を記入してご応募ください。
■ あ て 先  ：〒 999 - 0193　川西町大字上小松 1567 番地
　　　　　　 川西町役場 企画財政課 政策調整グループ 宛
■ 当選発表：当選者は、町報２月号で発表します。（商品の発送は、２月中旬を予定しています。）

  答 え

■平「ちまる」と一緒に町を元気にしませんか？
成２８年度地域おこし協力隊活動説明会

　来年度、隊員を派遣する活動募集のため、今年度の
隊員活動を紹介します。是非ご参加ください。
■ 日　時　１月２５日㈪ 午後３時～
■ 場　所　中央公民館３階視聴覚室
■ 内　容　平成２７年度の活動事例報告、２８年度
　　　　　 の活動スキーム・募集スケジュール説明
問町まちづくり課地域づくり推進室 ☎４２- ６６４６

■原申込不要、参加無料！原木はプレゼント！
木きのこ植菌体験

　原木きのこ栽培は、初心者でも簡単に始められます
ので、老若男女問わず気軽にご参加ください。
■ 日　時　１月２３日㈯ 午前１０時～１１時３０分
■ 場　所　中央公民館１階大ホール
■ 内　容　原木きのこの植菌体験
■ 講　師　米沢地方森林組合
　　　　　 森林整備課長　四柳　徹也氏
問町農地課 農村林務グループ　☎４２―６６４６

■希参加無料！どなたでも参加できます　　
少生物・野生動物との共生・共存を学ぶ

　町では、希少生物の保護及び野生動物と共生・共存
できる社会の構築に向け、地域の方々に理解を深めて
いただくための学習会を開催します。わたしたちと共
に生きている野生の生物や動物に興味のある方はぜひ
ご参加ください。
■ 日　時　１月３０日㈯ 午前９時３０分～正午
■ 場　所　中央公民館３階視聴覚室
■ 内　容　
　①「希少な野生生物の保全」
　　  講師　山形県みどり推進機構　
　　　浦田　格氏
　②「野生動物との共存」
　　  講師　葉っぱ塾代表　八木　文明氏
■ その他　申込不要です。９時３０分まで直接会場
　  へお越しください。
問町農地課 農村林務グループ　☎４２―６６４６

まちからのお知らせ
town information
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⑴ 任命の状況
採用

職種別採用状況
年度 ２６ ２５ ２４
行政職 ８人 10人 5人
計 ８人 10人 5人

⑶ 級別職員数の状況（各年４月１日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
教育長 技能労

務職等 合計
代表的な職務 主事補・主事 主事 主任 主査 主幹 課長

平成２６年度 36人
(20.2%)

12人
（6.8％）

24人
（13.5%）

５3人
（29.7％）

41人
(23.0%)

１２人
（6.8％） １人 ２7人 ２０６人

平成 25年度 32人
（18.1%）

13人
（7.3％）

26人
（14.7%）

52人
（29.4％）

42人
（23.7%）

１２人
（6.8％） １人 ２7人 ２０5人

注　１　川西町一般職の職員の給与に関する条例及び同条例の施行に関する規則等に基づく給料表の級区分によ
る職員数です。

　　２　（　）の構成比率は、一般行政職（１級～６級）のみの比率です。

⑴ 人件費の状況（各年度一般会計決算）

年度 住民基本台帳人口
（各年度末 ) 歳出額Ⓐ 実質収支 人件費Ⓑ 人件費率

（Ⓑ /Ⓐ）
平成２６年度 １６，３２４人 96億2,980万円 3億1,396万円 １6億7,200万円 　　１７.4％

平成２５年度 １６，６１８人 102億9,808万円 2億8,596万円 １5億7,767万円 　　１５.4％

注　人件費には、特別職（常勤・非常勤）に支給される給料、報酬等を含みます。

⑵ 職員給与費の状況（各年度一般会計決算）

区分 職員数
給与費 一人あたりの

給与費（年額）給料 職員手当 期末 ･勤勉手当 給与費計

平成２6年度 197人 ７億7,089万円 5,635万円 ２億８,716万円 １１億1,144万円 ５66万円

平成２5年度 194人 ７億3,346万円 5,602万円 ２億7,469万円 １0億6,417万円 ５49万円

注　１　職員手当には時間外勤務手当、退職手当および児童手当を含みません。
　　２　本表における職員数は、一般会計に計上された職員数です。

⑵ 部門別職員数（各年４月１日現在）

区分
部門

職員数
平成26年度 平成 25年度 平成 24年度

一般行政部門 １３7人 １３５人 １３４人
特別行政部門 48人 48人 ５０人
公営企業等 ２1人 22人 ２２人
合　　　計 ２０６人 ２05人 ２０６人

退職
職種別退職状況

年度 ２５ ２４ ２３
行政職 ７人 11人 10人
消防職 ０人 0人 2人
計 ７人 11人 12人

川西町における人事行政の
　運営等の状況をお知らせします

　町職員の任用、給与、服務や勤務条件など人事行政の運営状況についてお知らせします。
　なお、紙面の都合上抜粋したものを掲載しておりますので、全体は町ホームページ
（http://www.town.kawanishi.yamagta.jp/）をご覧ください。

　　任免及び職員数に関する状況

　　職員の給与の状況



健康情報ひろば

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４２－６６３８

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

～
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
～ 介護者のつどい

期日：平成２８年１月２７日㈬
会場：生きがい交流館（美女木）
時間：午前１０時～１１時３０分　
内容：茶話会
料金：無料

問地域包括支援センター☎４２－６６３８

西大塚カフェ
期日：平成２８年２月１８日㈭
会場：ケアセンターとこしえ西大塚
時間：午後１時３０分～３時
内容：茶話会・体操
料金：無料

問ケアセンターとこしえ西大塚☎４２－３５５５

認知症の方を介護する家族支援

「介護者のつどい」＆「西大塚カフェ」のご案内

認知症の人を支え合う「認知症サポーター養成講座」
　認知症を正しく理解して地域で認知症の人や家族を温かく支えていただく「認知症サポーター」養成講座を
実施しています。部落や自治会、職場等の集まりに出向きます。電話でお気軽にお問い合わせください。

～認知症になっても安心して暮らせるまちづくり～
「かえっぺ（川西町徘

はい
徊
かい

高齢者等事前登録事業）のご紹介」
　認知症高齢者などで、徘徊などにより行方不明になる可能性のある方について、名前や特徴、
写真などの情報をあらかじめ登録しておくことで、早期発見に役立てる制度です。
◎ 対象となる方
　　川西町にお住まいで、徘徊するおそれのある高齢者の方
◎ 登録申請窓口
　　川西町健康福祉課内　地域包括支援センター
◎ 登録申請に必要なもの
　　届出書の記入（届出書は上記窓口にあります。）
　　登録する方の特徴が分かる写真（１～４枚）
◎ 登録情報の活用について

記入していただいた申請書及び写真は、原本を町で、写しを米沢警察署及び地域包括支援
センターで保管します。また、申請時に同意をいただいた方については、担当する民生委
員へも同様の情報提供を行い、訪問活動などに役立て、見守り強化につなげていきます。
米沢警察署は、申請書等の情報を徘徊高齢者等の発見・保護時の身元確認のため活用します。

行方不明になった場合には…
すぐに、米沢警察署 ☎０２３８－２６－０１１０ に連絡してください。
その際に、「かえっぺ」事前登録をしていることを伝えてください。
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第
３
回
小
学
校
学
区
再
編
検
討

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

●
犬
川
小
学
校

▼
委
員
長
：
田
村
政
博
さ
ん

▼
出
席
委
員
：
11
名

　

▼
欠
席
委
員
：
４
名

▼
開
催
期
日
：
12
月
18
日
㈮

▼
開
催
場
所
：
犬
川
地
区
交
流
セ

　
　
　
　
　
　ン
タ
ー

今
後
の
予
定

　第
３
回
の
委
員
会
で
は
、
統
廃
合
の
必
要
性
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　各
小
学
校
区
に
お
い
て
協
議
の
進
捗
状
況
に
差
が
で
は
じ
め
、
方
向
性

が
整
っ
た
委
員
会
や
第
４
回
の
委
員
会
（
２
月
上
旬
こ
ろ
）
で
方
向
性
が

決
定
す
る
と
思
わ
れ
る
委
員
会
、
今
後
も
意
見
集
約
を
継
続
し
て
行
う
委

員
会
と
様
々
で
す
。

　検
討
委
員
会
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
町
報
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　犬
川
小
学
校
、
高
山
小
学
校
、
玉
庭
小
学
校
、
東
沢
小
学
校
の
４
校
に

設
置
し
た
学
区
再
編
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
第
３
回
と
な
る
委
員
会
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
、
統
廃
合
の
必
要
性
に
つ
い
て
協
議
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　各
委
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
の
状
況
、
他
校
区
の
検
討
状
況
を
参
考

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
域
の
方
々
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
自
分

の
考
え
と
合
わ
せ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

●
高
山
小
学
校

▼
委
員
長
：
井
上
要
一
さ
ん

▼
出
席
委
員
：
７
名

▼
欠
席
委
員
：
４
名

▼
開
催
期
日
：
12
月
16
日
㈬

▼
開
催
場
所
：
高
山
多
目
的
研
修

　
　
　
　
　
　セ
ン
タ
ー

問
町
教
育
総
務
課
教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
５
９

●
玉
庭
小
学
校

▼
委
員
長
：
吉
村
徹
さ
ん

▼
出
席
委
員
：
８
名

▼
欠
席
委
員
：
５
名

▼
開
催
期
日
：
12
月
15
日
㈫

▼
開
催
場
所
：
玉
庭
地
区
交
流
セ

　
　
　
　
　
　ン
タ
ー

●
東
沢
小
学
校

▼
委
員
長
：
佐
々
木
和
憲
さ
ん

▼
出
席
委
員
：
５
名

▼
欠
席
委
員
：
７
名

▼
開
催
期
日
：
12
月
21
日
㈪

▼
開
催
場
所
：
東
沢
活
性
化
セ
ン

　
　
　
　
　
　タ
ー

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

※
1
月
・
2
月
の

　ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

1
月
22
日
㊎

　雪
と
遊
ぼ
う
！（
悪
天
候
の
場
合
屋
内
）

2
月
３
日
㊌

　

　豆
ま
き
「
鬼
は
外
、福
は
内
！
」

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～

　
　
　
　
　（完
全
予
約
制
）

　1
月
18
日
㊊

　2
月
15
日
㊊

　

問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　

　午
前
10
時
～
11
時

  

美
郷
幼
稚
園

　２
月
１
日
㊊

※
2
月
2
日
か
ら
変
更

  

北
斗
幼
稚
園

　2
月
10
日
㊌

子育てナビ開設しま
した！
http://kawanishi-
town.mamafre.jp
まで！
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適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★
　「ジェネリック医薬品」は、新薬と同等の効き目
がある薬で、より安価で提供されておりますので、
医療費削減効果が期待できます。処方を希望される
場合は、医師や薬剤師の方へご相談ください。

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

健康カレンダー 問町健康福祉課 健康推進グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉２月８日㈪、２２日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時 30 分
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈 持 ち 物 〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

すくすく赤ちゃん健康診査
〈期　　日〉２月１９日㈮
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈 対 象 者 〉平成２７年９月１６日～１１月１５日
　　　　　   生まれの乳児

〈内　　容〉身体計測、診察など
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、おむつ

３歳６か月児健康診査
〈期　　日〉２月２６日㈮
〈受付時間〉午後 1 時～１時１５分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２４年７月～８月生まれの幼児
〈内　　容〉身体計測、内科・歯科検診など
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、問診票、尿、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※対象者へ事前に問診票・尿容器などを郵送します。

　１月生まれの方へ、
　子育て支援医療証を郵送します
１歳児から小学６年生までの、誕生日が１月２日から
２月１日の方に子育て支援医療証をお送りします。
■新しい医療証の有効期間
平成２８年２月１日～平成２９年１月３１日まで
※小学６年生は平成２８年３月３１日まで
これまでの医療証は、平成２８年１月３１日までご使
用いただけます。医療機関を受診する際は、医療証の
有効期間を確認してからご使用ください。
■郵送時期 １月中旬ごろ※申請は必要ありません。
■健康保険証に変更がある場合は、届出が必要です
次のものをお持ちのうえ、窓口へお越しください。

（持ち物）お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い合
わせください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉２月２５日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 26 年２月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年 12 月、平成 25 年２月
８月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

ママパパ教室
〈期　　日〉２月２４日㈬
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉初妊婦とその夫
〈申込方法〉２月１７日㈬まで電話で申込み
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳

検診日程追加のお知らせ
　下記のとおり追加検診日を設けましたので、各種
検診をまだ受けてない方はこの機会にお申し込みく
ださい。今年度最後のチャンスです！

〈期　日〉1 月２５日㈪、２６日㈫

〈会　場〉南陽検診センター
〈定　員〉1 日 ４０名 まで
　（定員になり次第締め切らせていただきます。）

〈持ち物〉検診票、検診料金、健康保険証、検体（検
　尿・検便用）無料クーポン券（お持ちの方のみ）
※受診希望の方は、人数に限りがありますので、お
　早めにお申し込みください。
※子宮頸がん検診・乳がん検診は、1 月 31 日まで
　個別医療機関でも受診できますので、直接予約の
　上、お受けください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎ 42 － 6640

項　　目 受付時間
総合健診【特定健診（国民健康保
　険加入者）・胃がん・大腸がん・
　呼吸器・肝炎ウイルス検診など】

午前８時３０分
～９時００分

国保人間ドック
（国民健康保険加入者）

午前７時１５分
～７時４５分子宮頸がん検診・乳がん検診
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個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
開
始
！

必
要
な
持
ち
物

□　交付通知書（はがき）
□　通知カード
□　本人確認書類
　　（法定代理人も必要）
□　住民基本台帳カード
　　（お持ちの方のみ）
□　代理権の確認書類（１５歳
　未満の方または成年後見人の
　法定代理人のみ必要）　

■ 本人確認書類（①、②のいずれか）
①　顔写真付の証明書（１点）
例）住民基本台帳カード、運転免許証、旅券、身体
　障害者手帳、療育手帳など
②　「氏名＋生年月日」または、「氏名＋住所」が記
　載されたもの（２点）
例）健康保険証、年金手帳、社員証、学生証、学校
　名が記載された書類、預金通帳、医療受給者　証
　など

■ 代理権の確認書類
・戸籍謄本など（「本町が本籍地の場合」または、「15 歳未満の方でその法定代理人と同一
　世帯かつ親子関係にある場合」は不要）

※暗証番号の種別と設定方法
種別 設定方法

① 署名用電子証明書
英数字６文字以上１６文字以下で設定できます。
英字は大文字のＡ～Ｚまで、数字は０～９が利用でき、
英字、数字とも１文字以上は必要です。

② 利用者証明用電子証明書
数字４文字で設定できます。
②、③、④は同じ暗証番号を設定することができます。③ 券面事項入力補助用

④ 住民基本台帳事務用

※代理人がお越しになる場合 ご本人が”病気や身体障害などのやむを得ない理由により”受け取
りに来れない場合のみ、代理人にカードの受け取りを委任できます。

代
理
人
交
付
に
必
要
な
持
ち
物

□　交付通知書（はがき）
□　通知カード
□　申請者本人の確認書類
□　代理人の本人確認書類
□　代理権の確認書類
□　住民基本台帳カード
　　（お持ちの方のみ）
□　申請者本人の来庁が困難で
　　あることがわかる書類

　「本人確認書類①を２点」または「①、②を１点ずつ」
　または「②を３点（うち１つは顔写真付）」

　「本人確認書類①を２点」または「①、②を１点ずつ」

　法定代理人の場合：戸籍謄本その他の資格を証明する書類
　　　　　　　　　　（本町が本籍地である場合は不要）
　その他の場合：委任状など
　　　　　　　（交付通知書の「委任状」欄に記入したもので可）

　（例）診断書、申請者の障害手帳、本人が代理人の施設に入
　　　所していることがわかる書類

問町住民生活課 戸籍住民グループ　☎４２ー６６１５
問マイナンバー総合フリーダイヤル 
 ☎０１２０ー 95 ー０１７８（無料）
問個人番号カードコールセンター 
 ☎０５７０ー７８３ー５７８（有料）
問消費者ホットライン ☎１８８（いやや！）

カ
ー
ド
の
使
い
道

■　本人確認として利用
■　電子証明を取得すれば、ｅ－ＴＡＸなどの
　電子申請が可能
■　将来的に、さまざまな行政手続きのオンラ
　イン申請や、民間のオンライン取引、コンビ
　ニでの証明書取得が可能になる見込み

　個人番号（マイナンバー）カードの交付を申請した方に対し、１月から交付通知書（はがき）が
ご自宅に届きます。下記に記載している必要な持ち物をお持ちになり、交付通知書に記載されてい
る期限までに、町住民生活課まで申請者ご本人がお越しください。（15歳未満の方または、成年
被後見人の方には、その法定代理人が同行してください）
　町住民生活課で本人確認の上、暗証番号を設定していただき、カードをお渡しします。なお、窓
口の混雑が予想されますので、暗証番号はあらかじめ決めておいて下さい。

9　町報かわにし 平成２８年１月１５日
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募

　
集

　「う
わ
ぁ
、
豆
っ
て
こ
ん
な
に

種
類
が
あ
る
ん
で
す
ね
」「
豆
っ

て
か
わ
い
い
で
す
ね
」「
煮
豆
、

美
味
し
い
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

会
話
が
飛
び
交
っ
た
「
山
形
か
わ

に
し
豆
の
展
示
会
」。
12
月
4
日

か
ら
の
3
日
間
、
東
京
の
複
合
施

設
「
上
野
桜
木
あ
た
り
」
で
開
催

し
ま
し
た
。
3
日
間
の
来
場
者
数

は
約
１
７
０
０
人
と
、
予
想
を
上

回
る
数
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

山
形
県
川
西
町
を
知
っ
て
も

ら
う
事
を
目
的
に
「
豆
」

に
注
目
し
、
紅
大
豆
を
は
じ
め
と

す
る
川
西
町
で
採
れ
た
豆
、
約
30

種
の
展
示
、
豆
と
パ
ン
の
簡
単
お

料
理
教
室
、
石
臼
で
き
な
こ
を
作

っ
て
笹
巻
き
と
一
緒
に
食
べ
る
コ

ー
ナ
ー
、
豆
を
中
心
と
し
た
写
真

パ
ネ
ル
の
展
示
、
豆
の
販
売
や
試

食
な
ど
、豆
づ
く
し
の
展
示
会
は
、

一
般
の
方
か
ら
、
豆
に
携
わ
る
飲

食
業
の
方
も
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　会
場
は
、
昭
和
初
期
に
建
て
ら

れ
た
和
風
住
宅
を
改
装
し
、
カ
フ

ェ
や
ベ
ー
カ
リ
ー
、
塩
と
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
の
お
店
が
入
る
、
と
て

も
お
洒
落
な
場
所
で
す
。
そ
の
た

め
、
ス
タ
ッ
フ
も
全
員
豆
柄
（
水

玉
）
の
蝶
ネ
ク
タ
イ
を
付
け
、
商

品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
P
O
P
に
気

を
使
い
な
が
ら
、
こ
の
お
洒
落
な

場
所
に
合
わ
せ
販
売
や
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

今
回
、「
豆
」
や
「
食
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
来
場
さ
れ
た

方
が
多
く
、「
川
西
町
っ
て
ど
こ

に
あ
る
ん
で
す
か
」
と
い
う
質
問

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。「
東
京
か

ら
新
幹
線
、
在
来
線
を
使
っ
て
2

時
間
半
」
と
言
う
と
「
え
？
意
外

と
近
い
ん
で
す
ね
」
と
い
う
感
想

で
す
。
山
形
県
川
西
町
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
示
す
シ
ン
プ
ル
な
案

内
が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
す
。

　ま
た
、「
終
の
棲
家
を
探
し
て

い
る
ん
だ
け
ど
、
川
西
町
っ
て
ど

ん
な
町
で
す
か
」「
移
住
に
関
し

て
何
か
補
助
的
な
も
の
は
あ
り
ま

す
か
、
あ
っ
た
ら
資
料
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
客
様
が
数

名
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
事
に
も
驚
き

ま
し
た
。
川
西
町
の
四
季
の
写
真

を
な
が
め
、
郷
土
料
理
を
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
会
話
を

す
る
う
ち
に
出
て
き
た
言
葉
で
し

た
。　当

機
構
で
は
、
移
住
推
進
も
行

っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
豆
の
展

示
会
で
は
移
住
推
進
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
町
に
行
っ
た
ら
ど

ん
な
暮
ら
し
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
、
と
自
然
に
思
っ
て
い
た
だ
け

た
よ
う
で
す
。

豆
の
展
示
会
の
準
備
は
と
て

も
と
て
も
大
変
で
し
た

が
、
今
後
も
川
西
町
の
素
材
を
丁

寧
に
紹
介
し
、「
行
っ
て
み
た
い
」

か
ら
「
住
ん
で
み
た
い
」
と
心
を

動
か
せ
る
よ
う
な
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

「
豆
の
あ
る
ま
ち 

か
わ
に
し 

フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」https://

w
w

w
.fa

ceb
o

o
k.co

m
/

m
am

enoarum
achi/

山
形
県
の
最
低
賃
金

　山
形
県
の
最
低
賃
金
の
改
定
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な

お
、
①
精
皆
勤
手
当
、
②
通
勤
手

当
、
③
家
族
手
当
、
④
時
間
外
・

休
日
・
深
夜
手
当
、
⑤
賞
与
な
ど

は
最
低
賃
金
の
計
算
に
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。
日
給
者
、
月
給
者
歩
合

給
者
等
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
１

時
間
当
た
り
の
賃
金
額
が
最
低
賃

金
の
時
間
額
を
下
回
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
な
お
、
特
定
の
産
業
に

つ
い
て
は
、
別
途
最
低
賃
金
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
山
形
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
４

優
良
運
転
者
表
彰
の
募
集

米
沢
地
区
交
通
安
全
協
会

▼
対
象
者
：
米
沢
地
区
交
通
安
全

　協
会
員
の
方
で
、
過
去
５
年
以

　上
無
事
故
無
違
反
の
方

▼
締
切
：
2
月
26
日
㈮

▼
必
要
書
類
：
無
事
故
無
違
反
証

　明
書

問
米
沢
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務

　局
☎
21

－

３
３
３
８

山
形
県
社
会
福
祉
事
業
団

職
員
募
集

▼
職
種
及
び
人
員

　主
事
、
援
助
員
、
看
護
師

　理
学
療
法
士
　
　４
名
程
度

　作
業
療
法
士
　
　２
名
程
度

　臨
床
検
査
技
師
　１
名
程
度

▼
待
遇
：
当
事
業
団
の
給
与
規
定

　等
に
よ
る

▼
応
募
締
切
：
１
月
29
日
㈮
ま
で

▼
採
用
日
：
４
月
１
日

▼
応
募
：
県
福
祉
事
業
団
ホ
ー
ム

　ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

　左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　さ
い
。

問
社
会
福
祉
法
人
山
形
県
社
会

　

　福
祉
事
業
団
事
務
局

☎
０
２
３

－

６
２
３

－

９
１
２
７

山
形
か
わ
に
し

　
　
「
豆
の
展
示
会
」
大
盛
況
！

▲子どもも楽しく

山形県最低賃金
最低賃金額 改定日
１時間 696円 27.10.16

特定（産業別）最低賃金（昨年周知額から変更なし）
業種名 最低賃金額 改定日

電気機械器具等製造業 １時間 767円

27.12.25
一般産業用機械等製造業 １時間 783円
自動車・同付属品製造業 １時間 782円
自動車整備業 １時間 786円

くん齋
さいとう

藤　唯
ゆ い と

斗
（大塚小学校　５年）
　今年は最高学年なの
で、ほかの学年の手本
となって、委員会の仕
事もがんばっていきた
いです。
　学習では、歴史の勉
強も始まるので、がん
ばりたいです。

町報かわにし　6平成２８年１月１５日

　あけましておめでとう
ございます。２０１６年がス
タートしました。
　申年生まれ、初めての「年
男・年女」である小学生た
ちに抱負を聞きました！

くん長
ながさわ

澤　大
た い し

志
（高山小学校　５年）
　僕の夢は、サッカー選
手になることです。その
ためには学校の勉強を頑
張り、練習や作戦を工夫
してできる選手になりた
いです。また、スポ少の
練習だけでなく、個人練
習を頑張っていきます。

さん堀
ほりこし

越　彩
あ む

夢
（大塚小学校　６年）
　今年から中学生です。
部活も勉強もしっかりと
ついていけるように頑張
りたいです。
　中学校では、他の小学
校の人とも仲良く勉強し、
たくさん友だちを作りた
いです。

さん佐
さ と う

藤　碧
あ み

海
（犬川小学校　６年）
　今年は中学生になりま
す。私は、友達をたくさ
ん作って、勉強と部活を
両立できるようにがんば
りたいです。
　また、大好きなピアノ
も難しい曲にチャレンジ
していきたいと思います。

さん鈴
す ず き

木　麻
ま ゆ

友
（高山小学校　５年）
　私の夢は、家の設計士
になることです。そのた
めに今年は、苦手な算数
をがんばり、得意な図工
の力をもっと伸ばして、
体の不自由な人など、た
くさんの人が住みやすい
家を作りたいです。

さん齋
さいとう

藤　　尋
ひろ

（小松小学校　５年）
　私は、6年生になった
ら、最高学年として下級
生の面倒を見ることと苦
手な算数を頑張ります。
　また、企画委員会に入
り、全校生の事を考えて、
いい学校になるような活
動を考えたいと思います。

くん海
う ん の

野　睦
あ つ や

也
（小松小学校　６年）
　ぼくは、今年中学生に
なります。サッカーが好
きなのでサッカー部に入
りたいです。毎日の部活
動を頑張って、試合に出
られるようにしたいです。
　そして部活だけでなく
勉強もがんばります。

くん大
お お か わ ら

河原依
い お

旺
（犬川小学校　６年）
　今年は中学生になりま
す。勉強のレベルも格段
に高くなるので、頑張っ
ていきたいです。また、
部活動も始まるので真剣
に取り組んでいきたいで
す。川中のみなさん、よ
ろしくお願いします。

町報かわにし　22平成２８年１月１５日

れ
た
方
に
は
、
１
月
末
に
報
告
用

紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
置
賜
家
畜
保
健
衛
生
所
　

☎
43

－

３
２
１
７
　

※
報
告
さ
れ
た
内
容
は
、
家
畜
伝

染
病
の
防
疫
お
よ
び
畜
産
振
興
の

目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

持
ち
込
み
ご
み
の
手
数
料

が
改
正
さ
れ
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
千
代
田
・
長
井

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
、
小
国
リ

レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ご
み
を
持

ち
込
む
場
合
の
ご
み
処
理
手
数
料

を
次
の
と
お
り
改
正
し
ま
す
。

改
正
の
内
容

【
改
正
前
】
１
５
０
円
／
10
ｋ
ｇ

【
改
正
後
】
１
８
０
円
／
10
ｋｇ

　３
月
は
ご
み
搬
入
が
混
み
あ
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
家
庭

か
ら
出
る
少
量
の
ご
み
は
、
お
住

ま
い
の
地
区
の
ご
み
収
集
所
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
指
定
ご
み
袋
の
価
格

に
は
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
57

－

４
０
０
４

問
長
井
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
３
８

－

84

－

６
９
１
１

移
転
費
・
広
域
求
職
活
動

費
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

雇
用
保
険
を
受
給
中
の
方
が
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
に
よ
り
遠

方
の
地
域
で
就
職
及
び
求
職
活
動

を
行
う
場
合
、
こ
れ
ら
の
費
用
を

負
担
す
る
「
移
転
費
」「
広
域
求

職
活
動
費
」
と
い
う
制
度
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
山
形
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
３

－

６
２
６

－

６
１
０
９

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

　
　
　
　

☎
０
２
３
８

－

22

－

８
１
５
５

家
畜
の
定
期
報
告
【
２
月
】

　

牛
類
・
鹿
・
羊
類
・
豚
（
ミ
ニ

ブ
タ
含
）・ 

猪
・
馬
（
ポ
ニ
ー
含
）・ 

鶏
（
う
こ
っ
け
い
・
チ
ャ
ボ
含
）・ 

う
ず
ら
・
あ
ひ
る
・
き
じ
・
だ
ち

ょ
う
・
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥
を

飼
養
し
て
い
る
方
（
ペ
ッ
ト
、
学

校
等
や
公
園
で
の
飼
育
も
含
）は
、

家
畜
伝
染
病
予
防
法
で
、
２
月
１

日
現
在
の
頭
数
等
の
報
告
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　家
畜
の
飼
養
を
開
始
・
中
止
し

た
方
、
飼
養
し
て
い
る
の
に
報
告

用
紙
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
な
お
、
前
年
に
報
告
さ

7　町報かわにし 平成２８年１月１５日

くん鈴
す ず き

木　永
と わ

遠
（玉庭小学校　６年）
　ぼくは今年度中学校
で勉強や部活を頑張り
たいです。勉強では苦
手な国語を頑張って、
特に漢字を丁寧に書き
たいです。難しい英語
もしっかり勉強したい
です。

くん丸
まるやま

山　柊
しゅうと

斗
（中郡小学校　６年）
　今年は中学校で部活
が始まります。先輩か
らしっかり学び、積極
的に練習に取り組みた
いです。柔道の技と心
を身に着け、大会で精
一杯力を出したいです。
全力で頑張ります。

さん齋
さいとう

藤はなみ
（東沢小学校　５年）
　今年は、企画委員長に
なります。どんな仕事を
やるにも、一つ一つ丁寧
に一生懸命取り組み、下
級生に尊敬される6年
生になります。ドリーム
キッズやホッケースポ少
でも力を発揮したいです。

さん情
せ い の

野　真
ま い

衣
（吉島小学校　５年）
　私は、一年間で勉強を
頑張りたいです。算数の
分数と文章問題をすらす
らと解くことを一年間で
しっかり覚えて、完璧に
したいです。スポーツも
たくさんして、けがなく
健康でいたいです。

さん山
や ま が

家　　歩
あいみ

（玉庭小学校　６年）
　今年中学校に入ってが
んばりたいことは、勉強と
部活動です。小学校よりも
難しくなるので予習など
をして、遅れないようにし
たいです。部活動は、先輩
方に教えてもらいながら
楽しくやりたいです。

さん竹
た け だ

田　真
ま み

美
（東沢小学校　５年）
　私は読書が大好きです。
今年もフレンドリープラ
ザでたくさん本を借りて
読みたいです。学校では、
縄跳びの名人になって、
下級生に二重跳びなどの
技を優しく教えてあげた
いです。頑張ります。

さん島
し ま つ

津　　遥
はるか

（吉島小学校　６年）
　私が今年がんばりたい
ことは、中学校に向けて
の勉強です。残りの小学
校生活はわずか三ヶ月な
ので、さまざまな教科や
運動に取り組み、一所懸
命生活していきたいと思
います。

2016年
さん鈴

す ず き

木　愛
あ ず み

純
（中郡小学校　６年）
　私は新年のテーマを「進
む！」に決めました。川西
中に進学し、運動に勉強に
励みます。「進む」の言葉
どおり、前を向いて、全力
で進んでいこうと思いま
す。将来の夢「保育士」に
向かってがんばります。



▲3名の方があいさつにお越しくださいました

12/15

町
内
１
５
０
０
基
あ
ま
り
を
調
査
・
掲
載

～
「
川
西
町
の
石
碑
・
石
仏

　祈
り
の
碑

　」
発
行
～

　12
月
15
日
㈫
、
町
文
化
財
保
護
協
会
が
30

周
年
記
念
事
業
と
し
て
手
掛
け
た
「
川
西
町

の
石
碑
・
石
仏
　祈
り
の
碑
」
の
発
行
に
あ

た
り
、
文
化
財
保
護
協
会
会
長
の
髙
橋
義
郎

さ
ん
（
写
真
左
）、
祈
り
の
碑
編
集
委
員
長

伊
藤
義
隆
さ
ん
（
写
真
中
央
）、
事
務
局
長

佐
々
木
勝
幸
さ
ん
（
写
真
右
）
の
3
名
が
、

町
へ
お
礼
の
ご
あ
い
さ
つ
に
お
越
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　祈
り
の
碑
は
、
町
に
現
存
す
る
石
碑
や
石

仏
を
調
査
し
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
平

成
25
年
3
月
に
調
査
を
開
始
し
、
今
回
の
発

行
に
至
り
ま
し
た
。
　

▲今後とも町の交通安全にご協力お願いします

12/28

町
民
の
安
全
に
対
す
る
功
績
を
讃
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　～
米
沢
警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
～

　12
月
28
日
㈪
、相
馬
孝
一
郎
さ
ん（
大
塚
）、

加
藤
昭
一
郎
さ
ん
（
上
小
松
）、
藤
田
次
男

さ
ん
（
上
小
松
）
の
3
名
が
、
米
沢
警
察
署

長
様
か
ら
、
日
頃
の
交
通
安
全
活
動
な
ど
に

対
す
る
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　相
馬
さ
ん
は
、
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進

委
員
と
し
て
、
本
町
の
交
通
安
全
活
動
に
先

頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
、
加
藤
さ
ん
は
児
童
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
の
交
通
事
故
防
止
活
動
に
、
藤

田
さ
ん
は
特
に
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
活

動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　１
月
１
日
㈮
、
恒
例
の
第
40
回
川
西
町
元

旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
今
年
で
出
場

40
回
と
い
う
「
皆
勤
賞
ラ
ン
ナ
ー
」
を
は
じ

め
と
す
る
町
内
外
合
わ
せ
て
１
９
７
名
の
参

加
者
が
走
り
初
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　前
日
ま
で
の
降
雪
も
な
く
、
コ
ー
ス
条
件

は
良
好
で
し
た
が
、
参
加
者
は
、
折
り
返
し

て
か
ら
の
向
い
風
に
苦
戦
し
ま
し
た
。

　し
か
し
ゴ
ー
ル
前
で
は
、
目
の
前
に
い
る

走
者
を
追
い
抜
こ
う
と
、
激
し
い
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
な
ど
、
真
冬
の

寒
さ
も
吹
き
飛
ぶ
よ
う
な
熱
い
走
り
を
見
せ

ま
し
た
。

▲一斉にスタートを切る参加者（ジョギングの部）

１ / 1

年
初
め
の
「
熱
い
」
戦
い

～
第
40
回
川
西
町
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
～

▲交通安全を祈願する原田町長

1 / 6

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
平
成
28
年
川
西
町
交
通
安
全
祈
願
祭
～

　1
月
6
日
㈬
、
上
小
松
皇
大
神
社
で
平
成

28
年
川
西
町
交
通
安
全
祈
願
祭
を
執
り
行

い
、
米
沢
警
察
署
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
50

名
の
方
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　神
事
で
は
、
出
席
さ
れ
た
7
団
体
の
代
表

者
が
玉
串
奉
奠
を
行
い
、
今
年
一
年
の
交
通

安
全
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　昨
年
は
、
本
町
で
3
件
の
痛
ま
し
い
交
通

死
亡
事
故
が
発
生
し
、
県
内
で
も
前
年
と
比

べ
、
13
名
増
の
57
名
も
の
尊
い
命
が
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
。

　交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
交
通
ル
ー

ル
を
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
。

25　町報かわにし 平成２８年１月１５日

１
月

●
初
日
の
出
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
ク

●
第
39
回
川
西
町
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

●
川
西
町
消
防
出
初
式

●
平
成
27
年
川
西
町
交
通
安
全
祈
願
祭

●
第
46
回
川
西
町
小
学
生
新
春
書
初
め
大
会

●
川
西
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
設
置

●
い
ぬ
か
わ
振
興
協
議
会
が
第
１
回
浅
草
雪
ま

つ
り
２
０
１
５
に
参
加
し
、
都
市
と
交
流

２
月

●
平
成
26
年
度
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
若
手
職
員
体

験
型
交
流
研
修
会

●
第
60
回
町
民
ス
キ
ー
大
会

●
置
賜
農
業
高
等
学
校
生
徒
に
よ
る
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

●
新
た
に
11
名
を
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
に

認
定
し
、
合
計
46
名
に

●
春
待
ち
市
と
音
楽
祭

３
月

●
第
19
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

●
西
大
塚
駅
が
国
登
録
文
化
財
に

●
置
賜
地
区
高
校
演
劇

　春
季
合
同
発
表
会

●
町
を
元
気
に
す
る
若
者
た
ち
の
活
動
報
告
会

●
川
西
町
と
置
賜
農
業
高
等
学
校
が
「
地
域
の

後
継
者
育
成
」
や
「
6
次
産
業
」
な
ど
に
関

す
る
連
携
協
定
を
締
結

●
第
17
回
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り

【
１
日
】

【
１
日
】

【
４
日
】

【
８
日
】

【
10
日
】

【
19
日
】

【
24
～
25
日
】

【
４
～
６
日
】

【
11
日
】

【
14
日
】

【
20
日
】

【
28
日
】

【
1
日
】

【
13
日
】

【
21
～
22
日
】

【
21
日
】

【
23
日
】

【
28
日
～
29
日
】

７
月

●
Ｊ
Ｒ
東
日
本
広
報
誌
「
ト
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
」

に
、
本
町
の
豆
に
関
す
る
特
集
記
事
が
掲
載

●
第
３
回
東
北
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ

●
夏
の
７
時
間
耐
久
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
会

●
本
間
喜
一
先
生
を
顕
彰
す
る
講
演
会

●
第
36
回
川
西
町
小
学
校
水
泳
大
会

●
平
成
27
年
度
東
沢
や
ん
ち
ゃ
留
学

８
月

●
山
形
県
消
防
操
法
大
会
で
第
２
分
団
第
１
部

１
班
が
見
事
１
位
に

●
知
事
と
語
ろ
う
市
町
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

●
川
西
夏
ま
つ
り

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
「
川
西
町
の
校
歌

集
Ｃ
Ｄ
作
成
」
に
伴
う
収
録
開
始

●
川
西
中
学
校
男
女
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
、
全
日
本

中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
出
場
。
ベ
ス

ト
16
入
り

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業

　民
謡
を
訪
ね
て

公
開
収
録

９
月

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業

　第
32
回
地
酒
と

黒
べ
こ
ま
つ
り

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
式
典

●
お
き
た
ま
森
の
感
謝
祭
２
０
１
５

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
国
際
ダ
リ
ア

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
「
国
際
ダ
リ
ア
サ
ミ
ッ

ト
in
か
わ
に
し
」「
ダ
リ
ア
の
花
い
け
バ

ト
ル
・
假
屋
崎
省
吾
ト
ー
ク
＆
ア
レ
ン
ジ

シ
ョ
ー
」
な
ど
を
開
催

【
1
日
】

【
11
～
12
日
】

【
19
日
】

【
26
日
】

【
28
日
】

【
31
日
～
8
月

4
日
】

【
２
日
】

【
4
日
】

【
９
日
】

【
14
～
15
日
】

【
15
～
17
日
】

【
20
日
】

【
５
日
】

【
６
日
】

【
19
日
】

【
25
～
28
日
】

４月１９日㈰、フレンドリープラザにて、「吉里吉里忌」
が初めて開催されました。浅田次郎さんの講演では、会場
が笑顔に包まれました。

11月 1日㈰、川西ダリヤ園開園以来、初めて入園者数 6
万人を突破しました。平成２８年も、たくさんのお客様を
迎えられるように頑張っていきます。

２
０
１
5
年

町
の
主
な
出
来
事

町報かわにし　4平成２８年１月１５日

▲新しい消防車の機能を確かめる消防団員

安
全
安
心
な
ま
ち
を
守
る
た
め
に

～
消
防
ポ
ン
プ
車
を
更
新
し
ま
し
た
～

　12
月
1
日
㈫
、
大
塚
原
の
前
（
第
２
部
第

５
部
１
班
）
と
吉
島
尾
長
島
西
（
第
７
部
第

７
部
１
班
）
に
小
型
ポ
ン
プ
付
軽
積
載
車
が

配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
配
備
さ
れ
て
い
た
車

両
が
20
年
以
上
経
過
し
た
こ
と
か
ら
更
新
整

備
し
た
も
の
で
、
町
長
か
ら
各
消
防
団
に
引

き
渡
し
ま
し
た
。

　町
で
は
、
地
域
の
安
全
安
心
、
消
防
力
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今

後
も
年
度
計
画
に
よ
り
順
次
更
新
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

▲左から荒木日成君、鈴木悠さん、青木秀汰君

　川
西
中
学
校
の
卒
業
生
で
、
現
在
米
沢
商

業
高
等
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
3
年
の
、
小

林
は
な
さ
ん
、
遠
藤
凪な

ぎ
さ沙
さ
ん
、
片
倉
優ゆ

う
き季

さ
ん
が
、
Ｕ
ー
18
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
の
日
本
代

表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　12
月
11
日
㈮
に
町
・
町
体
育
協
会
・
県
ホ

ッ
ケ
ー
協
会
か
ら
激
励
金
と
激
励
の
言
葉
を

送
り
、
3
人
か
ら
は
「
海
外
の
選
手
の
技
を

盗
ん
で
、
負
け
な
い
プ
レ
ー
を
し
て
き
た
い
」

な
ど
、
こ
れ
か
ら
に
向
け
た
意
気
込
み
を
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　２
０
２
０
年
に
控
え
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
、
本
町
出
身
の
選
手
が
一
人
で
も
多
く

出
場
で
き
る
よ
う
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　～
Ｕ
―
18
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
に
選
出
～

▲左から小林はなさん、遠藤凪沙さん、片倉優季さん

▲玉庭小学校の本間雄也君と、浦田日向子さん

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
岩
手
県
大
槌
町
へ
の
義
援
金
～

　12
月
14
日
㈪
、
玉
庭
小
学
校
6
年
生
の
本

間
雄ゆ

う
や也

君
と
浦
田
日ひ

な

こ
向
子
さ
ん
が
町
長
室
を

訪
れ
、
一
年
間
大
槌
町
の
た
め
に
募
っ
た
義

援
金
と
、
大
槌
町
の
皆
さ
ん
へ
の
手
紙
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
24
日
㈭
に
は
、
犬
川
小
学
校
6
年

生
の
荒
木
日ひ

な
る成
君
、
鈴
木
悠は

る
かさ
ん
、
同
5
年

生
青
木
秀し

ゅ
う
た汰
君
が
、
一
年
間
大
槌
町
の
た
め

に
募
っ
た
義
援
金
と
大
槌
町
の
み
な
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　両
校
の
児
童
た
ち
は
、
町
長
に
義
援
金
と

一
緒
に
「
大
槌
町
の
た
め
に
少
し
で
も
役
に

立
つ
こ
と
に
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
し
っ
か

り
と
届
け
て
き
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
思

い
を
直
接
手
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　町
長
か
ら
は
「
み
な
さ
ん
に
集
め
て
い
た

だ
い
た
お
金
は
も
ち
ろ
ん
、『
大
槌
町
の
た

め
に
何
か
し
た
い
』
と
い
う
気
持
ち
も
、
し

っ
か
り
大
槌
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
。」
と
、

児
童
た
ち
に
約
束
し
て
受
け
取
り
ま
し
た
。

　他
に
も
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
大
槌
町
に

対
す
る
義
援
金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
温
か
い
ご
支
援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

12/112/1１

義
援
金
を
い
た
だ
い
た
方
々
（
敬
称
略
）

・
こ
ま
つ
市
実
行
委
員
会

・
吉
島
ふ
れ
あ
い
祭
実
行
委
員
会

・
川
西
商
業
協
同
組
合

町報かわにし　24平成２８年１月１５日

４
月

●
第
28
回
遅
筆
堂
文
庫
・
生
活
者
大
学
校

●
吉
里
吉
里
忌
２
０
１
５

●
川
西
町
春
季
消
防
演
習

●
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン

●
川
西
町
議
会
議
員
選
挙

５
月

●
平
成
27
年
度
川
西
町
成
人
式

●
第
11
回
ま
ど
か
カ
ッ
プ
３
時
間
耐
久
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
大
会

●
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
＆
ひ
ょ
う
た
ん
島
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー

●
平
成
27
年
度
「
こ
ま
つ
市
」
が
ス
タ
ー
ト

●
八
千
代
市
立
大
和
田
中
学
校
の
教
育
旅
行
を
受

け
入
れ

●
川
西
ダ
リ
ヤ
園
球
根
直
売
会

●
船
橋
市
立
飯
山
満
中
学
校
の
教
育
旅
行
を
受
け

入
れ

●
平
成
27
年
度
川
西
ゆ
う
ゆ
う
大
学
開
校

●
第
11
回
さ
な
ぶ
り
ま
つ
り

６
月

●
花
ウ
ォ
ー
ク
ひ
め
さ
ゆ
り
コ
ー
ス
、
親
子
里
山

体
験
・
ひ
め
さ
ゆ
り
鑑
賞
会

●
町
６
次
産
業
拠
点
施
設
「
か
わ
に
し
森
の
マ
ル

シ
ェ
」
建
設
工
事
ス
タ
ー
ト

●
第
43
回
川
西
町
健
康
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

●
置
賜
公
園
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ア

●
平
成
27
年
度
水
防
訓
練

【
18
日
】

【
19
日
】

【
19
日
】

【
21
日
】

【
26
日
】

【
３
日
】

【
４
日
】

【
５
日
】

【
９
日
】

【
14
日
】

【
15
～
17
日
】

【
21
日
】

【
21
日
】

【
31
日
】

【
13
日
】

【
16
日
】

【
19
日
】

【
20
日
～
7
月

12
日
】

【
28
日
】

10
月

●
第
10
回
全
国
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
親
善

交
流
大
会

●
全
国
玉
こ
ん
に
ゃ
く
選
手
権
２
０
１
５
　

●
川
西
町
体
育
協
会
発
足
60
周
年
記
念
式
典

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
　か
わ
に
し
産
業

フ
ェ
ア
２
０
１
５

●
川
西
ダ
リ
ヤ
園
入
園
者
数
6
万
人
突
破

11
月

●
平
成
27
年
度
川
西
町
芸
術
文
化
祭

●
平
成
27
年
度
川
西
町
町
民
表
彰
式
典

●
各
地
区
収
穫
感
謝
祭

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
　第

22
回
川
西
町

音
楽
見
本
市

●
川
西
町
民
生
活
安
全
推
進
大
会

●
町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
川
西
町
女
性
議
会

●「
F
ー
H
ー
E 

C
U
P
2
0
1
5
」（
ホ
ッ

ケ
ー
）
に
川
西
中
学
校
３
年
生
の
２
人
が
、

Ｕ
―
16
日
本
代
表
と
し
て
出
場

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
き
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
こ
ま
つ
が

「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」

で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

12
月

●
玉
庭
小
学
校
学
校
支
援
地
域
本
部
が
平
成
27

年
度
優
れ
た
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
推

進
に
か
か
る
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

●
東
京
都
上
野
で
山
形
か
わ
に
し
「
豆
の
展
示

会
」
開
催

●
川
西
中
卒
で
、
米
沢
商
業
高
校
女
子
ホ
ッ

ケ
ー
部
の
3
人
が
、
Ｕ
―
18
日
本
代
表
に

【
３
～
４
日
】

【
４
日
】

【
11
日
】

【
17
日
】

【
31
日
】

【
2
日
～
3
日
】

【
3
日
】

【
８
日
】

【
14
日
】

【
14
日
】

【
22
日
】

【
26
～
29
日
】

【
28
日
】

【
３
日
】

【
４
～
６
日
】

【
11
日
】

春待ち市と音楽祭知事と語ろう市町村ミーティング浴浴センターまどかリニューアル

川西町女性議会 假屋崎省吾トーク＆アレンジショー Ｕ－１６ホッケー日本代表に

5　町報かわにし 平成２８年１月１５日



27　町報かわにし 平成２８年１月１５日

…１２月分届出…

　　　　４人

　　　　  　１９人

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

１月の町税等 川西町の人口

１・２月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

２月８日㈪・2２日㈪
午前９時～午後４時 30分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
特設人権相談 ２月３日㈬

午後１時３０分～４時
健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

弁護士
消費生活相談

２月１０日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 ２月１７日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

２月

16,129 人（－ 13）
男　　　7,890 人（－　9）
女　　　8,239 人（－　4）
世帯数　5,167 世帯 ( － 5)

※12月末日現在の住民基本台帳人口

氏名 年齢 大字

佐藤　　忠 ８７ 堀　金
長澤　勝男 ８８ 高　山
尾田　寅雄 ８９ 吉　田
速水　淳一 ８７ 上小松
堀田　正二 ８７ 大　塚
髙橋キヨヱ ９５ 時　田
佐藤　チヱ ９０ 上小松
小関　繁雄 ８０ 中小松
渡部　かう ８４ 上小松
須藤きみ子 ６４ 時　田
梅津　節子 ７８ 上小松
安孫子文子 ８０ 高　山
平間　次男 ７９ 下奥田
清水　　務 ８８ 中小松
鈴木　友一 ８６ 上小松
完戸　平助 ８３ 高　山
佐藤　さつ ８８ 莅
松浦　なか ８４ 下奥田
島貫　ミヨ ９０ 洲　島

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

　　　　５組
新郎　　　　　　　新婦 大字

遠藤　　真 ♥ 内田　沙理 東大塚
田村　直之 ♥ 穀野　祥子 上小松
平間　和也 ♥ 佐藤　　唯 上小松
齋藤　正好 ♥ 吉田　美生 吉田
佐藤　史明 ♥ 鈴木　道子 上小松

●国民健康保険税（７期）
●介護保険料（７期）
●後期高齢者医療保険料（７期）
●上下水道使用（１２月使用分）
口座振替日　１月２８㊍
納付期限　　２月１日㊊※「よろこび かなしみ」の掲載につ

いては、掲載希望をいただいた方の
み掲載をいたしております。

氏名 性別 保護者 大字

長澤　　朱
あかり

女 朋人・ 泉 下奥田
黒澤　夕

ゆうり
莉 女 健一・ 保子 西大塚

横山　結
ゆいか
架 女 喜史・ 千洋 上小松

坂野　　愼
しん
男 翼 ・ 詩織 時田

期　間 当番店（社） 電話番号
１月１１日～１７日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１

㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１
１月１８日～２４日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２

サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

１月２５日～３１日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

２月１日～７日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

２月８日～１４日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

２月１５日～２１日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

町報かわにし　2平成２８年１月１５日

向
上
心
と
挑
戦
を
目
標
に

▲吉村知事へ新年のごあいさつに

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
年
末
年
始
は
穏
や

か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
皆
様
健
や

か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
積
雪
ゼ
ロ

を
記
録
、
ふ
き
の
と
う
が
頭
を
出

し
た
り
梅
の
花
が
咲
い
た
な
ど

び
っ
く
り
す
る
知
ら
せ
が
届
き
、

こ
れ
か
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
心

配
に
な
り
ま
す
。

　12
年
前
の
申
年
も
雪
が
少
な

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う

に
気
温
の
高
い
日
が
続
く
の
は
記

憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。
除
雪
は
助
か

り
ま
す
が
、
異
常
な
天
候
が
動
植

物
や
消
費
経
済
に
悪
影
響
を
与
え

な
い
か
危
惧
さ
れ
、
今
後
の
天
候

が
気
に
か
か
り
ま
す
。 

　仕
事
始
め
早
々
加
藤
俊
一
議
長

と
吉
村
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、
引

き
続
き
県
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
し
た
。 

　昨
年
は
、
昭
和
30
年
１
町
５
ヶ

村
に
よ
り
川
西
町
が
誕
生
し
60
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
式
典
を

は
じ
め
各
種
行
事
が
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
当
初
目
標
を
上
回
る
成

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

　２
年
間
議
論
を
重
ね
た
第
５
次

川
西
町
総
合
計
画
「
か
わ
に
し
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
に
基
づ
く
「
川
西

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
共

通
す
る
課
題
は
「
人
口
減
少
」
の

克
服
と
町
の
活
性
化
で
す
。
第
４

次
総
合
計
画
で
取
り
組
ん
で
き
た

「
地
域
活
性
化
・
６
次
産
業
化
推

進
・
交
流
人
口
拡
大
」
を
土
台
に
、

町
の
持
つ
資
源
を
最
大
限
活
か
し
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
た
に

「
共
創
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
町
民

の
皆
様
と
「
夢
と
愛
を
未
来
に
つ

な
ぐ
ま
ち
」
を
共
に
創
っ
て
ま
い

り
ま
す
。 

　玉
庭
小
学
校
体
育
館
改
築
、
犬

川
、
中
郡
、
東
沢
各
小
学
校
体
育

館
耐
震
化
整
備
、
６
次
産
業
化
の

拠
点
と
な
る
「
森
の
マ
ル
シ
ェ
」

建
設
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
用
地
取

得
な
ど
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
推
進
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

は
４
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
以
来
、
役
職
員
の
懸
命
な
努
力

に
よ
り
お
客
様
の
満
足
度
が
高
ま

り
大
盛
況
で
、
ダ
リ
ヤ
園
初
の

６
万
人
の
入
園
者
と
合
わ
せ
大
変

明
る
い
話
題
で
し
た
。 

　昨
年
を
振
り
返
る
と
統
一
地
方

選
挙
な
ど
様
々
な
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
が
、
充
実
し
た
一
年
と
な

り
ま
し
た
。
皆
様
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
　前
に 

　「前
に
」
は
私
の
好
き
な
言
葉

で
す
。
ど
ん
な
困
難
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
未
来
を
信
じ
一
歩
で

も
前
進
し
た
い
、
町
を
発
展
さ
せ

た
い
と
い
う
思
い
は
変
わ
り
ま
せ

60
周
年

 

あ
り
が
と
う

前
に

町報かわにし　26平成２８年１月１５日

フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『農福連携の「里マチ」づくり』　　　　　　　　
　　　　　　　　　　濱田　健司／著　　　鹿島出版会刊

●２月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

『でんしゃのしりとり』
　　　　　交通新聞サービス他／写真　　㈱交通新聞社刊

　これまで「農」といえば作物を作る「農
業」が主流でしたが、農には環境保全、教育、
文化、レクリエーションなど本来さまざま
な機能が備わっています。そこにまた「福
祉」の面も。農業と福祉、双方からのアプ
ローチ方法が満載です。
　さて、今年町内にオープンする 6次産業
化拠点施設にも期待が高まります。

　電車の名前でしりとり遊びが楽しめま
す。「はやぶさ」からはじまって「ろく
もん」までの間に、日本全国の電車が写
真で登場しています。
　乗り物が好きなお子さんにぜひおすす
めです！

●オススメ本コーナー
「寒さを吹き飛ばす料理、体操、趣味の本」

遅筆堂文庫　第 21 回編集講座

「吉里吉里忌 2016」 開催決定！

　吉里吉里忌は、2010 年 4 月 9 日に永眠した井上ひ
さしを偲ぶ文学忌です。
　蔵書 22 万冊を収めた「遅筆堂文庫」を拠点に、自
らが校長となって毎年開催してきた「生活者大学校」
と、縁あるゲストがさまざまな視点から井上ひさしを
語る「吉里吉里忌」の２つの催しを２日間にわたり開
催します。

　テーマに添った文章（1,200 字
以内）を先に提出していただき、
当日、講師の先生から添削指導を
受ける作文講座です。ぜひお気軽
にご参加ください。
 テ ー マ：帽子、河原、タクシー、唇から１つ選ぶ
 日　　時：3 月 13 日㈰ 13 時 30 分～ 15 時 30 分
 会　　場：フレンドリープラザ 2 階 サークル集会室
 講　　師：小田　豊二氏　（聞書き作家・編集者）
 受 講 料：1,000 円（当日お支払いください。）
 定　　員：２０名になり次第締切。聴講のみも可。
 原稿締切：２月２８日㈰まで

★町立図書館・遅筆堂文庫休館のお知らせ★
　蔵書の点検・本の修繕・整理を行うため、2月 12日から
　22日の間休館いたします。ご理解とご協力をよろしくお
　願いします。

★古本市のお礼★
今回も「古本市」に多くの皆さんからご協力いただき、
ありがとうございました。

※２月のおはなし会、遅筆堂文庫読書会は
　お休みです。

会場：フレンドリープラザ・遅筆堂文庫

4 月 9 日㊏  13 時 15 分 ～　　　

17 時　　　　　
第２９回遅筆堂文庫生活者大学校

4 月 10 日㊐ 11 時 30 分 ～　

17 時 30 分　
第２回吉里吉里忌

❖ 講演「井上ひさし氏と本」
　　■ 講師　出久根　達郎（作家）

　　■ 司会　古屋　和雄（元NHKエグゼクティブアナウンサー）

～綴り方（作文）教室～

※参加料　生活者大学校：1,500 円　
　　　　　交流会：5,000 円　吉里吉里忌：1,500 円

❖「生活者大学校と井上ひさし」
　　■ 講師　山下　惣一（農業／作家）

　 　　　　　宮本　憲一（大阪市立大学名誉教授）

　 　　　　　古沢　広祐（國學院大學教授）

　 　　　　　阿部　孝夫（遅筆堂文庫館長）

❖ 交流会　講師、参加者を囲んだ交流会（要事前申込）
　　■ 会場　ＪＡ山形おきたま団地センター

❖ 担当編集者が語る創作秘話
❖ 鼎談「観る・演る・論ず～井上芝居の魅力」
　　■ 登壇　渡辺　美佐子（女優）

　　　　　　 大笹　吉雄（演劇評論家）

　 　　　　　山口　宏子（朝日新聞論説委員）

第１日

第２日

3　町報かわにし 平成２８年１月１５日

「
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
安
易
な
判

断
に
縛
ら
れ
、
結
果
と
し
て
前
例

踏
襲
主
義
に
陥
り
期
待
さ
れ
た
成

果
を
上
げ
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、

人
間
的
成
長
や
能
力
向
上
も
図
ら

れ
ず
大
き
な
損
失
と
な
り
ま
す
。

　５
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
最

大
の
被
害
は
大
津
波
が
も
た
ら
し

ま
し
た
が
、
そ
の
多
く
の
被
災
者

が
「
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
た
」

と
い
う
証
言
を
教
訓
と
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　常
に
町
民
の
目
線
に
立
ち
、
皆

様
の
期
待
に
応
え
る
た
め
日
々
研

鑽
し
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
が
「
共
創
」
の
原
点
だ

と
考
え
ま
す
。 

　４
月
か
ら
「
か
わ
に
し
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、「
ひ

と
づ
く
り
・
ち
い
き
づ
く
り
・
し

ご
と
づ
く
り
」
の
目
標
に
沿
っ
て

事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　国
道
１
１
３
号
や
２
８
７
号
の

バ
イ
パ
ス
整
備
に
合
わ
せ
公
立
置

賜
病
院
周
辺
の
土
地
利
用
や
役
場

庁
舎
の
あ
り
方
を
含
め
小
松
地
内

の
活
性
化
に
つ
い
て
議
論
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
「
森
の
マ

ル
シ
ェ
」
オ
ー
プ
ン
を
通
じ
農
業

の
新
た
な
振
興
と
６
次
化
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
農
業
者
だ
け

で
な
く
多
く
の
皆
様
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

▲「かわにし森のマルシェ」。今春オープンに向けて準備を進めていきます。

ん
。
年
頭
に
当
た
り
町
職
員
に
対

し
、
町
民
の
幸
せ
と
町
発
展
を
実

現
す
る
た
め
に
「
一
人
一
人
が
向

上
心
を
持
っ
て
業
務
を
遂
行
す
る

こ
と
」
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
自

己
満
足
を
打
破
す
る
「
挑
戦
す
る

気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
」
と

訓
示
し
ま
し
た
。

　人
間
は
学
習
能
力
が
高
い
た
め

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
を
優
先
し
、

　地
域
経
済
の
活
性
化
と
町
民
の

健
康
づ
く
り
を
図
る
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
、
道
路
や
圃
場
整
備
な
ど
継

続
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ひ

と
づ
く
り
や
し
ご
と
づ
く
り
を
戦

略
的
に
進
め
る
た
め
、
生
涯
学
習

の
充
実
や
企
業
支
援
・
誘
致
の
推

進
体
制
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
10
年

を
見
据
え
た
役
場
組
織
の
改
革
に

取
り
組
み
ま
す
。 

　ま
た
置
賜
圏
域
内
の
川
西
町
の

地
理
的
条
件
を
生
か
し
、
他
市
町

と
の
連
携
を
大
切
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
年
は
丙
申
で
す
。
丙
は
万
物

が
成
り
明
ら
か
に
輝
く
形
を
表
し
、

申
は
稲
妻
を
表
す
と
共
に
神
そ
の

も
の
を
意
味
し
た
と
も
い
わ
れ
、

「
丙
申
」
は
成
熟
し
て
固
ま
る
年

と
言
わ
れ
ま
す
。
猿
は
神
の
使
い

と
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
故
事

で
は
あ
ま
り
良
く
言
わ
れ
ま
せ
ん
。

　一
方
で
、
災
い
が
去
る
と
か
、

縁
と
同
じ
発
音
、
語
呂
合
わ
せ
で

使
わ
れ
、
縁
結
び
の
年
と
も
言
え

ま
す
。 

　総
合
戦
略
の
事
業
と
し
て
、
成

人
式
か
ら
10
年
後
の
30
歳
を
記
念

し
、
２
回
目
の
成
人
式
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
就
職
や
結
婚
、
社
会

活
動
な
ど
色
々
な
経
験
を
通
し
て

こ
の
10
年
で
大
き
く
成
長
し
た
皆

様
を
招
き
、
同
級
会
の
よ
う
に
ワ

イ
ワ
イ
と
楽
し
い
企
画
で
す
。
一

人
一
人
が
成
長
を
認
め
合
い
、
絆

を
大
切
に
改
め
て
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　記
念
す
べ
き
第
１
回
目
の
２
分

の
３
成
人
式
の
対
象
は
、
平
成
18

年
成
人
式
の
昭
和
60
年
４
月
２
日

か
ら
61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
皆

様
で
す
。
こ
れ
か
ら
内
容
を
検
討

し
ま
す
が
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

　今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
声
を

大
切
に
「
町
民
が
主
役
」
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

　結
び
に
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸

ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年

の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。 

２
分
の
３

成
人
式
を

▲町誕生 60 周年記念式典
　　「未来の川西町」作文
　　　小学校の部 最優秀賞の発表

▲国際ダリアフォーラムでの「世界ダリア園宣言」
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ごろごろ根菜のみそ汁
✿ 材料＜４人分＞
○里芋　　 　
○大根
○レンコン
○人参
○油揚げ
○長ねぎ　　　　
✿ 作り方
①里芋、大根、レンコン、人参は小さめの乱切り。
　油揚げは縦半分に切り５㎜幅に切る。長ねぎは
　小口切り。しょうがはすりおろす。
②鍋にオリーブオイルを入れ、里芋、大根、レン
　コン、人参を炒める。
③だし汁と油揚げを加え、蓋をして野菜が柔らか
　くなるまで煮込む。
④長ねぎと豆乳、すりおろししょうがを汁ごと加
　え、最後にみそを溶き入れる。

（平成２７年度ヘルスアップセミナー献立より）

食育
推進

大寒を迎えるこの時期は、空気も乾燥し風邪やインフ
ルエンザが流行する時期です。手洗いやうがいで

ウイルスを寄せ付けないことと、しっかりと食事を摂り、
体の免疫力をつけることが大切です。

また、寒さにより血圧も高くなりやすい時期でもあり
ます。屋内でも部屋によって温度差が大きいと大き

な病気につながることもあります。特にお風呂場やトイ
レなどは要注意！寒さ対策と合わせ、減塩も心がけ高血
圧に注意しましょう。

12月に開催された「ヘルスアップセミナー～増やそう野菜　減らそう塩分～」では、減塩と野菜を多
く摂ることが高血圧予防につながるということを再確認
しました。その時の献立から一品紹介します。
栄養豊富な旬の冬野菜を食卓に！

食事で
　健康づくり！！Interviewer

梅津　直
な お と

杜さん
　　　（東大塚）
　　　　　　

▼梅津家の栽培状況
　米と大豆の他に、キャベツ、トマト、枝豆、そして
ぶどうを栽培しています。
　米とぶどうについては父がメインで、野菜関係は私
がメインで栽培を行っています。また、農作業が落ち
着く冬場は、（株）中沖酒造店でお酒造りをしています。

▼農業に従事するきっかけ

　農家の長男として生まれたこともあり、ずっと「農
業をやっていく」ということが頭の中にありました。
そのため、高校を卒業してすぐに、新庄市にある農業
者大学校に通い始め、主に稲作を中心に勉強してきま
した。卒業と同時に就農したので、もうすぐ 4 年目に
なります。

　野菜は就農して初めて栽培することになったので、
わからないことだらけでした。そのため、周りの先輩
方に丁寧に教えてもらいながら栽培しています。

▼農業の面白さ、難しさ
　機械に乗るのが好きで、楽しみのひとつでもありま
す。また、初めはなかなかうまくいかなかった野菜栽
培も、先輩方のご指導のおかげで、少しずつ良い野菜
が作れていると思います。手をかけた分だけ結果とし
て現れるのが農業の面白さだと考えています。

　やればやるほど成果として現れるので、やりがいを
感じています。

▼青年部活動

　青年部活動は、忙しくて参加できないときもありま
すが、青年部のほか、消防団にも入ったことで、さま
ざまな年齢層の人と関わりを持つことができ、農作業
のアドバイスをもらえて助かっています。

▼最後に
　今後は、すべての作物で規模拡大することを目標に
していきたいです。そのためには、特に野菜栽培の技
術を高めていきたいと思っています。
　また、例えば水稲の直播栽培のように、今より少な
い時間で作業できるような、
効率化と省力化を図ってい
きたいです。
　２０１６年の目標は、安
全第一で、けがなく健康に
過ごしていくことです。

◆ シ リ ー ズ ８  ～ 農 業 編 ～
明日へのバトン
みらい

いろんな世代の人と関わりがもてた
１２０ｇ
　８０ｇ
　４０ｇ
　３０ｇ
　　８ｇ
　４０ｇ

○オリーブオイル

○しょうが
○みそ
○だし汁
○豆乳

小さじ２
　　８ｇ
　２６ｇ
５００ｍｌ
１００ｍｌ

一人分　７９kcal　食塩相当量　０. ９ｇ

根菜類がたっぷ
り！しょうがで温
まり、減塩にも！！

ワンポイント

野菜に多く含まれるカリウムが体内の余分
なナトリウムを排出し、血圧の上昇を防
ぐ働きをします。1日に必要な野菜の量は
３５０ｇ（小鉢で5つ分程度）です。
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平成28年あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。
1月1日、毎年恒例の第40回川西町元旦マラソン大会が開催され、197名の
選手たちが、種目ごと一斉にスタートを切り、それぞれのペースで走り始めを
満喫しました。

かわにしかわにし

平成28年スタート！
平成28年あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。
1月1日、毎年恒例の第40回川西町元旦マラソン大会が開催され、197名の
選手たちが、種目ごと一斉にスタートを切り、それぞれのペースで走り初めを
満喫しました。

主な内容
町長より新年のご挨拶 P２～3

個人番号カード交付開始
P6～7ぼくの抱負、わたしの抱負
P９

申告相談のお知らせ P12～13


